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　6年
佐藤愛彦くん

（天水越萬屋）

　木がたくさんあって、…本一一本の

木の色をかえるのがたいへんでした。

　地面をうまくかけてよかったです。

購
難
慰
彊
罎
難
ミ
　
　
　
垂
、
，
，
ー
，
．

　
　
　
●
狸
　
　
　
　
毬

　
　
　
　
　
　
．
艦
　
酷

不思議な森の中

　　　　　ヂ蝋弼鱒一1

謙粥鞠
　　　　　　気球にのって

　5　年
佐藤瀦彦くん

（天水越東）

雲の色ともくもくしている感じをだすのに苦労し

ました。

気球の模様を工夫して、土手に色付けもできました。

8
月
の
で
き
こ
と

－
日

29　27　26　23　19　13　　8

臼臼日日揖日段

　　　　　　　　　圏　　　　　　圏團購
おめ暦歓離》　　　　（盤年朋）

あかりちゃん　村山～雄さんの褒女

　　　　　　湯本（｛畑屋〉　6・8’7

お《糟欲蹴》　　（死亡年朋）

高澤ヤイさん　　75歳

　　　　　　湯山く不老閣）　6・8・3

若井新作さん　　87歳

　　　　　　　小谷（下越道）　6・8・3

申鶴フジノさん68歳
　　　　　　　菓川（三新）　6・8・8

小野塚秀一さん53歳
　　　　　　　東規（橋場）　　6。8・16

※8月1鎖から31繊までの覇出分です。
※広報に載せてほしくない方は、麗出のとき

　に窓口にお話しください。

21　16　15　14　玉1　10　　9　　　　　30

臼日日日臼藏月　 日

　　　　　　沁
議歴敬二自い鶏農下
会史老コ然生～業杢
定教の工体こ栂委道
例室日コ験狩月員事
会　　教教り栂会業
＿　　室室。日総入
22　　　　稲予会載
臼　　　　 刈定

10　2　10
臼　日月

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　
　
（
鎗
臼
ま
で
〉

昆
生
委
貴
会

真
夏
の
雪
ま
つ
り

戦
没
者
慰
霊
祭

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
会
議

貸
農
地
管
理
委
員
会

観
子
映
画
の
夕
べ

経
済
建
設
委
鐘
会

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
立
候

補
予
定
者
説
明
会

下
水
道
事
業
入
札

農
業
委
員
会
総
会

い
な
ご
狩
り
・
稲
刈
り
道
場

自
然
体
験
教
室

ニ
コ
エ
コ
教
室

敬
老
の
日

歴
史
教
室

議
会
定
例
会
（
2
2
撮
ま
で
）

秋
の
全
躍
交
通
安
全
運
動

　
　
　
（
9
月
3
0
霞
ま
で
〉

き
の
こ
狩
り
大
会

健
康
マ
ラ
ソ
ン
、

大
会

町の動き

　　　9月1目現在

総人口3，594人（一1）

　　男i，739人（一1〉

　　女1，855人（　0）

世帯数i，掲6戸（　0）

　（）内は前月との比較

編
集
後
記

飲
料
水
・
生
活
水
・
農
業
驚
水
と

今
年
の
夏
ほ
ど
「
水
」
の
大
切
さ
を

痛
切
に
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
隼
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
い
ま
ま
で
は
、
水

が
あ
る
の
は
当
然
と
思
い
余
り
に
も

無
駄
に
使
っ
て
い
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
地
球
に
生
命
が
猛
ま
れ
た
の

は
、
水
が
あ
っ
た
か
ら
で
水
は
す
ぺ

て
の
生
命
の
源
で
す
。
そ
し
て
、
雨

は
策
が
与
え
て
く
れ
る
貴
重
な
資
源

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
貴

重
な
資
源
を
大
切
に
使
っ
て
行
く
た

め
に
も
、
　
、
水
」
に
つ
い
て
考
え
て

み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　き　　　　　属　r盆　綴
の　　　　ま運ま
　こ　　　　で動で
　　　　　　〉　　　　　　　　）狩
　り

一今月号の衰紙

　今月は平成4隼（換業は昭恕63
年）に毅立して、まだ企業として

とても着いリュウド株式会社の職

場にお邪魔し蓉した。

　り漏ウドさんで開発、製造して
いる機暑暴をいろいろ見せていただ

きましたが、その中きこは大手会社

の社長賞をいただいたものもあり

籔した。松之由でも、こんなにす
ばらしい製品力解乍られていること

を蜘りとても嬉しく思いました。

1994年（平成6年）

10月号
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会議定例
平成5年度会計決算を認定

一般・特別会計補正を議決

　
平
成
六
年
第
五
翻
の
町
議
春
．
．
疋
例

会
が
、
九
黛
二
十
｝
鷺
二
一
十
二
a

の
二
鷺
問
開
催
さ
れ
、
．
平
成
五
年
度

の
決
算
及
び
平
成
六
年
農
の
補
董
予

算
、
条
例
の
改
疋
な
ど
が
審
議
さ
れ

家
し
た
。

　
平
成
五
年
渡
決
算
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
次
の
ぺ
…
ジ
に
褐
載
し
ま
し

た
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
条
倒
の
改
薫
で
は
、
園
幾
健
康
保

険
条
佛
の
「
助
産
費
秘
を
讐
出
産
欝

児
一
時
金
」
に
改
め
、
金
額
も
コ
一

閥
、
万
円
」
を
「
三
〇
万
円
」
に
改
め

る
な
ど
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

鱗
雛
嚢

9月定例議会での一般質問

　
ま
た
、
礒
欝
の
同
慧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

を
必
要
と
す
る
財
産
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

取
繹
｝
件
も
承
認
議
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主

　
一
般
質
問
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

「
干
害
対
策
紀
つ
い
て
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
算

「
松
之
山
農
藁
の
展
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予

に
つ
い
て
」
　
「
農
村
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正

域
工
業
國
地
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補

「
下
水
道
の
住
罠
負
挺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会

に
っ
い
て
恥
な
ど
五
嶺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
般

の
議
興
が
二
〇
、
項
目
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欄

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
の
詳
し
い
内

容
は
、
議
会
だ
よ
り
で
紹
介
さ
れ
ま

す
．

（歳出）

◇総務費
5，（｝00千円金助補線路ス

　
費

バ方
　
生

地O
　
疑

　
　
◇

　○保育駈敷地整地工事費　　　3，500千円

　○シ躍一トステイ事業委託料　　　4，500千円

　○特養ホーム不老閣資金惜入金償還金補動

　　　　　　　　　　　　　　　　　4，6GO千円

◇農林水産業費

　○購単土地基盤整備事業補助金　△6，374千鍔

　○新潟米生産体質強化事業補助金　30，871千円

　○町単藤原罵水路整備事業補助金　　4，550千円

◇商　工　費

　○スキー場圧雲車借上料　　　　　 7，033千円料上借車雲圧場
　
費

㎞キ
　
木

ス○
　
土

　
　
◇

5，000・千円

10，000千Fヨ

5，0GO千円

O察営道踏整備事業負挺金

○除雪委託料

○町営住宅設計委託料

　
平
成
六
銀
度
の
｝
般
会
講
及
び
特

別
会
欝
の
補
正
と
財
産
の
取
得
は
次

の
と
お
り
で
す
、

▼
心
般
会
計
補
正

　
第
二
回
専
決
補
疋
分
と
今
回
の
第

三
籔
補
正
を
合
わ
せ
た
一
億
一
、
八

工
ハ
万
一
千
円
を
追
加
し
、
総
額
三

五
億
六
、
三
三
一
万
八
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
主
な
も
の
は
別
衰
の
と
お
り
で
す
。

▼
國
艮
健
療
保
険
特
溺
会
計
補
正

　
事
業
勘
建
は
六
〇
万
円
を
追
繍
し
、

総
額
三
億
六
、
六
照
三
万
八
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
直
営
診
療
施
設
松
之
山
診
療
所
勘

定
は
一
〇
五
万
｝
千
円
を
追
加
し
、

総
額
三
億
三
、
二
三
囎
万
熊
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

▼
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正

　
四
、
六
五
九
万
二
千
円
を
追
加
し
、

総
額
闘
億
三
、
三
八
○
万
八
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

▼
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

　
三
六
〇
｝
万
円
を
追
加
し
、
総
額
三

億
五
、
四
九
二
万
九
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

▼
下
水
道
事
業
特
罰
会
計
補
正

　
二
七
六
万
五
千
円
を
追
加
㎜
し
、
　
三

億
七
、
〇
三
七
万
三
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

▼
財
産
の
取
得

◇
雪
上
毒
一
台
（
幸
人
藥
り
）

　
九
八
三
、
万
六
千
円

教
育
委
員
の
任
命
・

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
の
選
任

　
九
月
一
“
謙
牽
臼
で
任
潮
が
満
了
と
な

っ
た
教
育
委
員
会
姿
貴
一
名
が
、
議

会
の
岡
憲
を
褥
て
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
之
出
町
教
青
委
員
会
黍
員

　
樋
農
縣
次
さ
ん
（
中
尾
）

　
ま
た
、
九
月
霊
ナ
田
で
錘
期
が
満

γ
と
な
っ
た
圃
建
資
産
評
髄
審
糞
委

員
の
石
塚
溝
丸
さ
ん
の
後
錘
に
、
畢

趨
定
雄
さ
ん
が
議
套
の
購
意
を
得
で
、

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
迄
出
晦
園
定
資
産
欝
価
審
謹
嬰

　
員
会
委
員

　
早
川
定
雄
さ
ん
（
北
浦
国
）

平
成
5
年
度

　
平
成
五
年
度
の
松
之
山
町
｝
般
会

計
及
び
顛
跳
健
康
保
険
な
ど
照
つ
の

特
甥
会
計
の
決
算
が
、
九
月
建
例
議

会
で
承
認
議
決
さ
れ
ま
し
た
．

　
一
般
会
欝
で
は
、
当
初
予
簿
瓢
コ

億
二
、
八
○
○
万
円
に
対
し
、
そ
の

後
八
麟
の
補
疋
と
平
成
欝
年
度
繰
越

萌
許
費
を
加
え
た
最
終
予
算
額
は
黛

六
億
”
八
、
〇
七
〇
万
七
千
円
と
な
り

窪
し
た
。

　
歳
入
の
薫
な
も
の
は
、
五
二
・
四

％
を
姦
め
る
地
方
交
付
税
で
、
岬
九

億
○
、
二
聡
七
万
二
千
門
、
一
二
％

の
繋
工
文
出
＾
笠
羅
億
｝
篇
、
　
轟
ハ
ニ
囎
“
力
九

千
円
な
ど
で
す
。

　
歳
患
の
密
な
も
の
は
、
二
〇
％
を

占
め
る
農
林
水
産
業
費
七
億
｝
｝
、
八

七
八
万
八
千
円
、
次
い
で
｝
九
・
九

％
の
総
務
費
七
億
一
、
鱒
九
一
芳
五

千
■
門
な
ど
で
す
ゆ

　
跡
罠
の
直
接
負
鐙
と
な
る
税
収
入

は
二
億
羅
、
　
○
○
万
　
千
円
、
税

外
収
入
は
｝
“
億
穴
、
三
二
圏
万
三
千

円
で
合
欝
照
億
○
、
繕
二
購
万
照
千

円
で
す
。
町
髭
一
人
当
り
に
し
て
約

｝一

一
万
…
千
円
を
納
め
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
晦
葎
と
比
較
し
て
み
る
と
約
八
千

円
糟
え
て
い
ま
す
。

　
｝
般
会
讃
及
び
特
劉
会
計
の
決
算

松
況
は
次
の
と
お
り
で
す
．

▼
｝
般
会
欝

◇
歳
入
　
三
六
億
灘
、
二
九
顯
万
○
、

　
　
　
　
七
六
七
円

◇
歳
出
　
三
五
億
九
、
照
一
一
二
万
三
、

　
　
　
　
七
鰻
八
円

◇
差
引
　
三
、
八
八
｝
万
七
、
〇
一

　
　
　
　
九
円
の
黒
掌

▼
飼
民
健
籐
保
険
特
溺
会
欝

◎
覇
業
勘
建

◇
歳
入
　
黛
億
七
、
八
七
九
万
五
、

　
　
　
　
○
霞
○
円

〈
V
歳
出
　
三
億
五
、
鰻
八
六
、
万
鰯
、

　
　
　
　
二
欝
五
円

O
差
引
　
二
、
三
九
三
万
○
、
七
九

　
　
　
　
五
円
の
黒
字

◎
松
之
山
診
療
勝
勘
定

φ
歳
入

◇
歳
出

◇
差
引

三
億
二
、
　
六
八
九
“
力
九
、

○
梱
｝
蓋
円

灘
憶
一
、
騨
…
三
七
万
五
、

縢
○
鷺
鍔

一
、
　
圏
五
二
万
三
、
　
六
三

〇
円
の
黒
字

▽
老
人
保
健
特
瑚
食
欝

O
歳
入
　
鰻
億
鐵
、
三
三
六
万
七
、

　
　
　
　
八
〇
五
円

⇔
歳
出
　
鶴
億
三
、
七
一
二
万
五
、

　
　
　
　
六
饗
　
円

◇
差
一
引
　
　
六
二
照
万
工
、
　
…
轟
ハ
三
円

　
　
　
　
の
黒
字

▼
簡
易
水
道
特
刷
会
欝

◇
歳
入
　
｝
億
○
、
鰻
九
九
万
七
、

　
　
　
　
〇
七
九
円

◇
歳
出
　
　
九
、
五
〇
六
万
七
、
六
二

　
　
　
　
六
円

◇
差
引
　
九
九
二
万
九
、
四
五
三
円

　
　
　
　
の
黒
寧

▼
下
水
滋
事
業
特
溺
会
謝

◇
歳
入
　
七
、
八
騰
二
万
五
、
○
○

　
　
　
　
○
円

◇
歳
出
　
　
六
、
七
二
七
万
五
、
　
六
〇

　
　
　
　
囲
円

◇
差
引
　
　
一
、
　
コ
｝
照
万
九
、
三
九

　
　
　
　
六
円
の
黒
掌

商工費聴：4，938万2千鰐（4．2％）

溝防費　9，6王6万円（2．7％〉
その他　　9艶鴛8万卜糊〈2．6％〉

　　　農鉢水産業費
　　　7鰍，878乃8千綿
出　　く2⑳％1

9，412

千円

鰯生費
王億5，§66万円

（4．4％〉

蓼森

鰍

総務費
7億1，4艇芳5千円

　（19、9％）

歳
講
　
斜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
費
訂
3

　
　
　
　
通
　
　
磐
欝

　
　
　
　
癬
．
礪
、

円
　
万
〉

　
騒
％

費
ゆ
」

独
㈱
㏄

践
4

　　　　　　その勉　／
　　　　　4億今，主25万7・千欝

　　　　　　（王1．6％〉

鰍驚鵜2納
圏庫支出金　　　歳入
聴7，65亙那1　　36億3，294
　（4・9％〉　　　　　　万円

麟寒
麟．出金

　　　　　壕億3，624万9千円

　　　　　〈12．o％〉

3
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翼

会議定例
平成5年度会計決算を認定

一般・特別会計補正を議決

　
平
成
六
年
第
五
翻
の
町
議
春
．
．
疋
例

会
が
、
九
黛
二
十
｝
鷺
二
一
十
二
a

の
二
鷺
問
開
催
さ
れ
、
．
平
成
五
年
度

の
決
算
及
び
平
成
六
年
農
の
補
董
予

算
、
条
例
の
改
疋
な
ど
が
審
議
さ
れ

家
し
た
。

　
平
成
五
年
渡
決
算
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
次
の
ぺ
…
ジ
に
褐
載
し
ま
し

た
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
条
倒
の
改
薫
で
は
、
園
幾
健
康
保

険
条
佛
の
「
助
産
費
秘
を
讐
出
産
欝

児
一
時
金
」
に
改
め
、
金
額
も
コ
一

閥
、
万
円
」
を
「
三
〇
万
円
」
に
改
め

る
な
ど
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

鱗
雛
嚢

9月定例議会での一般質問

　
ま
た
、
礒
欝
の
同
慧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

を
必
要
と
す
る
財
産
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

取
繹
｝
件
も
承
認
議
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主

　
一
般
質
問
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

「
干
害
対
策
紀
つ
い
て
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
算

「
松
之
山
農
藁
の
展
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予

に
つ
い
て
」
　
「
農
村
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正

域
工
業
國
地
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補

「
下
水
道
の
住
罠
負
挺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会

に
っ
い
て
恥
な
ど
五
嶺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
般

の
議
興
が
二
〇
、
項
目
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欄

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
の
詳
し
い
内

容
は
、
議
会
だ
よ
り
で
紹
介
さ
れ
ま

す
．

（歳出）

◇総務費
5，（｝00千円金助補線路ス

　
費

バ方
　
生

地O
　
疑

　
　
◇

　○保育駈敷地整地工事費　　　3，500千円

　○シ躍一トステイ事業委託料　　　4，500千円

　○特養ホーム不老閣資金惜入金償還金補動

　　　　　　　　　　　　　　　　　4，6GO千円

◇農林水産業費

　○購単土地基盤整備事業補助金　△6，374千鍔

　○新潟米生産体質強化事業補助金　30，871千円

　○町単藤原罵水路整備事業補助金　　4，550千円

◇商　工　費

　○スキー場圧雲車借上料　　　　　 7，033千円料上借車雲圧場
　
費

㎞キ
　
木

ス○
　
土

　
　
◇

5，000・千円

10，000千Fヨ

5，0GO千円

O察営道踏整備事業負挺金

○除雪委託料

○町営住宅設計委託料

　
平
成
六
銀
度
の
｝
般
会
講
及
び
特

別
会
欝
の
補
正
と
財
産
の
取
得
は
次

の
と
お
り
で
す
、

▼
心
般
会
計
補
正

　
第
二
回
専
決
補
疋
分
と
今
回
の
第

三
籔
補
正
を
合
わ
せ
た
一
億
一
、
八

工
ハ
万
一
千
円
を
追
加
し
、
総
額
三

五
億
六
、
三
三
一
万
八
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
主
な
も
の
は
別
衰
の
と
お
り
で
す
。

▼
國
艮
健
療
保
険
特
溺
会
計
補
正

　
事
業
勘
建
は
六
〇
万
円
を
追
繍
し
、

総
額
三
億
六
、
六
照
三
万
八
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
直
営
診
療
施
設
松
之
山
診
療
所
勘

定
は
一
〇
五
万
｝
千
円
を
追
加
し
、

総
額
三
億
三
、
二
三
囎
万
熊
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

▼
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正

　
四
、
六
五
九
万
二
千
円
を
追
加
し
、

総
額
闘
億
三
、
三
八
○
万
八
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

▼
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

　
三
六
〇
｝
万
円
を
追
加
し
、
総
額
三

億
五
、
四
九
二
万
九
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

▼
下
水
道
事
業
特
罰
会
計
補
正

　
二
七
六
万
五
千
円
を
追
加
㎜
し
、
　
三

億
七
、
〇
三
七
万
三
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

▼
財
産
の
取
得

◇
雪
上
毒
一
台
（
幸
人
藥
り
）

　
九
八
三
、
万
六
千
円

教
育
委
員
の
任
命
・

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
の
選
任

　
九
月
一
“
謙
牽
臼
で
任
潮
が
満
了
と
な

っ
た
教
育
委
員
会
姿
貴
一
名
が
、
議

会
の
岡
憲
を
褥
て
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
之
出
町
教
青
委
員
会
黍
員

　
樋
農
縣
次
さ
ん
（
中
尾
）

　
ま
た
、
九
月
霊
ナ
田
で
錘
期
が
満

γ
と
な
っ
た
圃
建
資
産
評
髄
審
糞
委

員
の
石
塚
溝
丸
さ
ん
の
後
錘
に
、
畢

趨
定
雄
さ
ん
が
議
套
の
購
意
を
得
で
、

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
迄
出
晦
園
定
資
産
欝
価
審
謹
嬰

　
員
会
委
員

　
早
川
定
雄
さ
ん
（
北
浦
国
）

平
成
5
年
度

　
平
成
五
年
度
の
松
之
山
町
｝
般
会

計
及
び
顛
跳
健
康
保
険
な
ど
照
つ
の

特
甥
会
計
の
決
算
が
、
九
月
建
例
議

会
で
承
認
議
決
さ
れ
ま
し
た
．

　
一
般
会
欝
で
は
、
当
初
予
簿
瓢
コ

億
二
、
八
○
○
万
円
に
対
し
、
そ
の

後
八
麟
の
補
疋
と
平
成
欝
年
度
繰
越

萌
許
費
を
加
え
た
最
終
予
算
額
は
黛

六
億
”
八
、
〇
七
〇
万
七
千
円
と
な
り

窪
し
た
。

　
歳
入
の
薫
な
も
の
は
、
五
二
・
四

％
を
姦
め
る
地
方
交
付
税
で
、
岬
九

億
○
、
二
聡
七
万
二
千
門
、
一
二
％

の
繋
工
文
出
＾
笠
羅
億
｝
篇
、
　
轟
ハ
ニ
囎
“
力
九

千
円
な
ど
で
す
。

　
歳
患
の
密
な
も
の
は
、
二
〇
％
を

占
め
る
農
林
水
産
業
費
七
億
｝
｝
、
八

七
八
万
八
千
円
、
次
い
で
｝
九
・
九

％
の
総
務
費
七
億
一
、
鱒
九
一
芳
五

千
■
門
な
ど
で
す
ゆ

　
跡
罠
の
直
接
負
鐙
と
な
る
税
収
入

は
二
億
羅
、
　
○
○
万
　
千
円
、
税

外
収
入
は
｝
“
億
穴
、
三
二
圏
万
三
千

円
で
合
欝
照
億
○
、
繕
二
購
万
照
千

円
で
す
。
町
髭
一
人
当
り
に
し
て
約

｝一

一
万
…
千
円
を
納
め
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
晦
葎
と
比
較
し
て
み
る
と
約
八
千

円
糟
え
て
い
ま
す
。

　
｝
般
会
讃
及
び
特
劉
会
計
の
決
算

松
況
は
次
の
と
お
り
で
す
．

▼
｝
般
会
欝

◇
歳
入
　
三
六
億
灘
、
二
九
顯
万
○
、

　
　
　
　
七
六
七
円

◇
歳
出
　
三
五
億
九
、
照
一
一
二
万
三
、

　
　
　
　
七
鰻
八
円

◇
差
引
　
三
、
八
八
｝
万
七
、
〇
一

　
　
　
　
九
円
の
黒
掌

▼
飼
民
健
籐
保
険
特
溺
会
欝

◎
覇
業
勘
建

◇
歳
入
　
黛
億
七
、
八
七
九
万
五
、

　
　
　
　
○
霞
○
円

〈
V
歳
出
　
三
億
五
、
鰻
八
六
、
万
鰯
、

　
　
　
　
二
欝
五
円

O
差
引
　
二
、
三
九
三
万
○
、
七
九

　
　
　
　
五
円
の
黒
字

◎
松
之
山
診
療
勝
勘
定

φ
歳
入

◇
歳
出

◇
差
引

三
億
二
、
　
六
八
九
“
力
九
、

○
梱
｝
蓋
円

灘
憶
一
、
騨
…
三
七
万
五
、

縢
○
鷺
鍔

一
、
　
圏
五
二
万
三
、
　
六
三

〇
円
の
黒
字

▽
老
人
保
健
特
瑚
食
欝

O
歳
入
　
鰻
億
鐵
、
三
三
六
万
七
、

　
　
　
　
八
〇
五
円

⇔
歳
出
　
鶴
億
三
、
七
一
二
万
五
、

　
　
　
　
六
饗
　
円

◇
差
一
引
　
　
六
二
照
万
工
、
　
…
轟
ハ
三
円

　
　
　
　
の
黒
字

▼
簡
易
水
道
特
刷
会
欝

◇
歳
入
　
｝
億
○
、
鰻
九
九
万
七
、

　
　
　
　
〇
七
九
円

◇
歳
出
　
　
九
、
五
〇
六
万
七
、
六
二

　
　
　
　
六
円

◇
差
引
　
九
九
二
万
九
、
四
五
三
円

　
　
　
　
の
黒
寧

▼
下
水
滋
事
業
特
溺
会
謝

◇
歳
入
　
七
、
八
騰
二
万
五
、
○
○

　
　
　
　
○
円

◇
歳
出
　
　
六
、
七
二
七
万
五
、
　
六
〇

　
　
　
　
囲
円

◇
差
引
　
　
一
、
　
コ
｝
照
万
九
、
三
九

　
　
　
　
六
円
の
黒
掌

商工費聴：4，938万2千鰐（4．2％）

溝防費　9，6王6万円（2．7％〉
その他　　9艶鴛8万卜糊〈2．6％〉

　　　農鉢水産業費
　　　7鰍，878乃8千綿
出　　く2⑳％1

9，412

千円

鰯生費
王億5，§66万円

（4．4％〉

蓼森

鰍

総務費
7億1，4艇芳5千円

　（19、9％）

歳
講
　
斜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
費
訂
3

　
　
　
　
通
　
　
磐
欝

　
　
　
　
癬
．
礪
、

円
　
万
〉

　
騒
％

費
ゆ
」

独
㈱
㏄

践
4

　　　　　　その勉　／
　　　　　4億今，主25万7・千欝

　　　　　　（王1．6％〉

鰍驚鵜2納
圏庫支出金　　　歳入
聴7，65亙那1　　36億3，294
　（4・9％〉　　　　　　万円

麟寒
麟．出金

　　　　　壕億3，624万9千円

　　　　　〈12．o％〉
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「
き
｝
…
…
…
；
…

鴨

、
．

；う変わります

入
院
中
の
食
事
代
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
部
を
患
者
負
担

　
先
の
閨
X
獄
で
、
医
療
保
険
に
つ
い

て
の
法
律
が
改
正
さ
れ
、
国
饒
健
康

保
険
は
「
入
院
中
の
食
事
代
の
一
部

を
患
者
負
擾
に
」
や
「
出
産
欝
児
㎜

時
金
の
給
付
」
　
「
移
送
費
」
な
ど
に

つ
い
て
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
．
、

　
そ
二
で
、
今
回
は
「
入
院
中
の
食

事
代
の
㎜
部
負
組
」
に
つ
い
て
そ
の

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

十
月
一
日
か
ら

食
事
代
も
負
担
に

　
健
康
保
険
法
の
改
蕉
に
よ
り
、
平

成
六
年
十
月
一
日
か
ら
入
院
中
の
食

事
代
の
一
部
を
患
煮
が
負
担
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
入
院
時
の
費
薦
と

し
て
「
診
療
や
投
薬
な
ど
の
医
療
費

に
係
る
～
部
負
撫
」
と
「
入
院
中
の

食
事
に
係
る
｝
部
負
握
し
と
を
医
療

機
関
の
窓
頂
で
お
支
払
い
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
濠
す
。

　
入
院
中
の
食
事
代
と
し
て
皆
さ
ん

か
ら
負
挺
い
た
だ
く
金
額
は
、
別
褒

一
の
と
お
り
で
す
．

　
し
た
が
っ
て
、
入
院
し
た
場
合
は

圏
保
の
方
で
三
翻
、
園
保
退
職
の
方

で
二
割
、
彰
人
保
健
の
方
で
一
藏
七

〇
〇
円
の
従
来
の
入
院
…
部
負
担
の

ほ
か
に
、
今
回
の
食
事
代
の
一
部
負

担
金
が
必
要
と
な
り
塞
す
。

　
な
お
、
こ
の
…
部
負
担
金
は
高
額

療
養
を
算
定
す
る
場
禽
の
自
己
負
担

額
の
対
象
に
は
入
り
ま
せ
ん
。

非
課
税
量
帯
は

負
担
が
減
額
に

　
こ
の
入
院
中
の
食
事
代
の
負
撞
額

に
は
、
標
準
負
担
額
か
ら
の
減
額
翻

度
が
あ
り
ま
す
。
対
象
藩
は
鱒
晟
税

の
葬
課
税
世
帯
で
す
．
該
当
す
る
方

は
、
斯
定
の
晦
講
叢
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
と
「
減
額
認
定
証
し
が
交
付

さ
れ
ま
す
、
そ
の
認
定
証
を
病
院
な

ど
の
窓
鷺
に
提
示
す
る
と
、
　
一
繍
の

標
準
負
握
額
六
〇
〇
円
か
ら
臨
五
〇

附
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
雰
諜
税
世
帯
な
ど
で
老
齢

橿
祉
年
金
の
受
給
煮
は
｝
績
二
〇
〇

円
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
減
額
は
串
講
書
の
提
患
が
あ

っ
た
月
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

該
嚢
す
る
方
は
畢
め
に
串
講
手
続
き

こ‘
を
行
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
絹
紙
は
役
場
に
あ
り
ま
す
。

　
非
課
税
鍵
構
か
ど
う
か
わ
か
ら
な

い
方
は
、
国
保
擦
当
ま
で
電
詣
な
ど

で
照
会
し
て
く
だ
さ
い
。

長
期
の
入
院
は

さ
ら
に
減
額
を

　
町
畏
税
の
非
課
税
撹
帯
の
方
で
、

入
院
纈
間
が
十
月
一
醸
か
ら
数
え
て

圏
カ
月
ま
た
は
九
〇
貝
以
上
経
過
し

た
場
合
は
、
長
期
入
院
ハ
ニ
回
目
〉

の
晦
講
を
し
て
く
だ
さ
い
尊
購
講
す

る
と
一
臼
の
標
準
負
撹
額
が
さ
ら
に

低
く
な
り
一
鷺
三
〇
〇
円
に
な
り
ま

す
．
こ
の
晦
醐
に
あ
た
っ
て
は
、
添

付
書
類
と
し
て
一
部
負
担
金
の
領
収

書
が
必
要
で
す
の
で
、
領
奴
書
を
大

切
£
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
住
民
謙
橿
祉

係
國
戻
健
康
保
険
担
幾
へ
お
間
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
、

　
費
6
－
3
1
3
璽
（
内
線
5
4
・

5
6
番
）

入院時の食事代負担金額則表玉

鷺標準負握額一・……………亭…一・…………・…一一・………・……i沼　600胃

編町民税雰課税世帯で3カ月までの入院…………一・…辱……・・一1臼　450円

矯町蔑税葬課税世帯で婦月1顕から数え9帽を越えている場合…Mヨ　300円

雛町罠税葬課税樵帯等で老齢禰祉隼金の受絵餐・・…一………亭一4臼　200円

　（淫）減額の場合は、減額串請が必要です。

　　・平成6‘年篭（｝月王鷺力》ら平成8年9月30獲まで

　　バ　　　　　　 ハ
　　Aδ　　　　　 9
　　〃、ぞ
　　　　　　　）

臨’1
’
④
＠〉㊥ノ

標
新
農
業
委
員
決
ま
る

無
　
緬
期
満
了
に
俸
う
購
騰
簗
婁
騒
、
会

婆
興
一
般
選
拳
は
九
月
六
欝
紅
撫
ぶ

さ
れ
、
立
鯵
補
饗
が
窺
数
と
糊
じ
た

め
無
擾
細
軍
と
な
り
ま
し
た
、

　
こ
の
結
果
、
新
農
業
婁
貴
は
一
般

選
挙
に
よ
る
十
私
と
議
会
選
繊
の
爾

震
得
郎
議
醗
、
農
協
選
動
の
相
沢
．
－

理
覇
の
計
暑
二
嶺
に
よ
っ
て
構
蔽
編

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
選
鎚
に
よ
ス
籍
腿
業
婁
，
興
の

十
名
の
う
ち
、
六
餐
が
撫
繕
漸
し
く

農
業
婁
夢
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
十
月
、
一
露
に
は
総
会
を
騰
き
、
会

幾
鰭
は
嵩
橋
伸
氏
、
撫
蓬
代
理
に
は

山
圃
鐵
湾
溶
氏
を
選
び
ま
し
た
弗

　
農
繋
婆
腿
会
は
．
聯
越
｝
醸
総
撫
を

瀾
藷
＼
農
絹
地
に
係
る
孫
醸
の
ヂ
～

碑
講
事
璽
の
饗
義
の
葦
か
農
、
謬
の
腿

業
経
営
の
相
談
役
と
し
て
活
躍
い
た

だ
き
ま
す
費
地
域
の
新
し
い
農
業
婁

舞
さ
ん
紅
民
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
新
し
い
農
業
委
員
惑
ん
を
ご
紹
介

し
ま
す
ロ
　
門
鰯
け
編
順
瓢
掲
銭
｝

　
①
は
艦
所
、
②
は
年
齢
、
敬
称
は

賂
さ
せ
て
い
た
だ
き
濠
す
、

滝沢露介

晩爲②62歳

久保繊重近

①松P②55歳

渡辺新一

蓬）東山②34歳

佐藤輝麟

①天水越②50歳

麟
．
櫛

麟

会
　
長
に
高
橋
　
伸
氏

会
長
代
理
に
山
P
清
論
順
氏

小林要一

①湯虚②55歳

小野塚　保

①勲葦韮②6肇歳

高橋　紳

①大薦戸②53歳

高橋順一

①茨水島②5臓

2
翌

　由P溝治
①湯之島②5了歳

　南雲良雄

①顛之前②総歳

鹸
ぜ響擬

　南雲得郎

①薩之葡②訂歳

　　禽

相沢享
①小谷②55歳

第13回農業祭述いしさと楽しさがいっぱいた
・とき1・月3・鴫辱顛タ、手打そむ求、もち試食会、。×クィズ、

　　　　　年前9時から　　　　　ラィォンズクラブにょるバザーなど

　　　　　　　　　　　　　　　　◎町罠体欝館では灘際、休養料センター2階では美術展
■ところ　自然休養村センター　　カ、行わ縫す．
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「
き
｝
…
…
…
；
…

鴨

、
．

；う変わります

入
院
中
の
食
事
代
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
部
を
患
者
負
担

　
先
の
閨
X
獄
で
、
医
療
保
険
に
つ
い

て
の
法
律
が
改
正
さ
れ
、
国
饒
健
康

保
険
は
「
入
院
中
の
食
事
代
の
一
部

を
患
者
負
擾
に
」
や
「
出
産
欝
児
㎜

時
金
の
給
付
」
　
「
移
送
費
」
な
ど
に

つ
い
て
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
．
、

　
そ
二
で
、
今
回
は
「
入
院
中
の
食

事
代
の
㎜
部
負
組
」
に
つ
い
て
そ
の

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

十
月
一
日
か
ら

食
事
代
も
負
担
に

　
健
康
保
険
法
の
改
蕉
に
よ
り
、
平

成
六
年
十
月
一
日
か
ら
入
院
中
の
食

事
代
の
一
部
を
患
煮
が
負
担
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
入
院
時
の
費
薦
と

し
て
「
診
療
や
投
薬
な
ど
の
医
療
費

に
係
る
～
部
負
撫
」
と
「
入
院
中
の

食
事
に
係
る
｝
部
負
握
し
と
を
医
療

機
関
の
窓
頂
で
お
支
払
い
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
濠
す
。

　
入
院
中
の
食
事
代
と
し
て
皆
さ
ん

か
ら
負
挺
い
た
だ
く
金
額
は
、
別
褒

一
の
と
お
り
で
す
．

　
し
た
が
っ
て
、
入
院
し
た
場
合
は

圏
保
の
方
で
三
翻
、
園
保
退
職
の
方

で
二
割
、
彰
人
保
健
の
方
で
一
藏
七

〇
〇
円
の
従
来
の
入
院
…
部
負
担
の

ほ
か
に
、
今
回
の
食
事
代
の
一
部
負

担
金
が
必
要
と
な
り
塞
す
。

　
な
お
、
こ
の
…
部
負
担
金
は
高
額

療
養
を
算
定
す
る
場
禽
の
自
己
負
担

額
の
対
象
に
は
入
り
ま
せ
ん
。

非
課
税
量
帯
は

負
担
が
減
額
に

　
こ
の
入
院
中
の
食
事
代
の
負
撞
額

に
は
、
標
準
負
担
額
か
ら
の
減
額
翻

度
が
あ
り
ま
す
。
対
象
藩
は
鱒
晟
税

の
葬
課
税
世
帯
で
す
．
該
当
す
る
方

は
、
斯
定
の
晦
講
叢
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
と
「
減
額
認
定
証
し
が
交
付

さ
れ
ま
す
、
そ
の
認
定
証
を
病
院
な

ど
の
窓
鷺
に
提
示
す
る
と
、
　
一
繍
の

標
準
負
握
額
六
〇
〇
円
か
ら
臨
五
〇

附
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
雰
諜
税
世
帯
な
ど
で
老
齢

橿
祉
年
金
の
受
給
煮
は
｝
績
二
〇
〇

円
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
減
額
は
串
講
書
の
提
患
が
あ

っ
た
月
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

該
嚢
す
る
方
は
畢
め
に
串
講
手
続
き

こ‘
を
行
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
絹
紙
は
役
場
に
あ
り
ま
す
。

　
非
課
税
鍵
構
か
ど
う
か
わ
か
ら
な

い
方
は
、
国
保
擦
当
ま
で
電
詣
な
ど

で
照
会
し
て
く
だ
さ
い
。

長
期
の
入
院
は

さ
ら
に
減
額
を

　
町
畏
税
の
非
課
税
撹
帯
の
方
で
、

入
院
纈
間
が
十
月
一
醸
か
ら
数
え
て

圏
カ
月
ま
た
は
九
〇
貝
以
上
経
過
し

た
場
合
は
、
長
期
入
院
ハ
ニ
回
目
〉

の
晦
講
を
し
て
く
だ
さ
い
尊
購
講
す

る
と
一
臼
の
標
準
負
撹
額
が
さ
ら
に

低
く
な
り
一
鷺
三
〇
〇
円
に
な
り
ま

す
．
こ
の
晦
醐
に
あ
た
っ
て
は
、
添

付
書
類
と
し
て
一
部
負
担
金
の
領
収

書
が
必
要
で
す
の
で
、
領
奴
書
を
大

切
£
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
住
民
謙
橿
祉

係
國
戻
健
康
保
険
担
幾
へ
お
間
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
、

　
費
6
－
3
1
3
璽
（
内
線
5
4
・

5
6
番
）

入院時の食事代負担金額則表玉

鷺標準負握額一・……………亭…一・…………・…一一・………・……i沼　600胃

編町民税雰課税世帯で3カ月までの入院…………一・…辱……・・一1臼　450円

矯町蔑税葬課税世帯で婦月1顕から数え9帽を越えている場合…Mヨ　300円

雛町罠税葬課税樵帯等で老齢禰祉隼金の受絵餐・・…一………亭一4臼　200円

　（淫）減額の場合は、減額串請が必要です。

　　・平成6‘年篭（｝月王鷺力》ら平成8年9月30獲まで

　　バ　　　　　　 ハ
　　Aδ　　　　　 9
　　〃、ぞ
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臨’1
’
④
＠〉㊥ノ

標
新
農
業
委
員
決
ま
る

無
　
緬
期
満
了
に
俸
う
購
騰
簗
婁
騒
、
会

婆
興
一
般
選
拳
は
九
月
六
欝
紅
撫
ぶ

さ
れ
、
立
鯵
補
饗
が
窺
数
と
糊
じ
た

め
無
擾
細
軍
と
な
り
ま
し
た
、

　
こ
の
結
果
、
新
農
業
婁
貴
は
一
般

選
挙
に
よ
る
十
私
と
議
会
選
繊
の
爾

震
得
郎
議
醗
、
農
協
選
動
の
相
沢
．
－

理
覇
の
計
暑
二
嶺
に
よ
っ
て
構
蔽
編

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
選
鎚
に
よ
ス
籍
腿
業
婁
，
興
の

十
名
の
う
ち
、
六
餐
が
撫
繕
漸
し
く

農
業
婁
夢
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
十
月
、
一
露
に
は
総
会
を
騰
き
、
会

幾
鰭
は
嵩
橋
伸
氏
、
撫
蓬
代
理
に
は

山
圃
鐵
湾
溶
氏
を
選
び
ま
し
た
弗

　
農
繋
婆
腿
会
は
．
聯
越
｝
醸
総
撫
を

瀾
藷
＼
農
絹
地
に
係
る
孫
醸
の
ヂ
～

碑
講
事
璽
の
饗
義
の
葦
か
農
、
謬
の
腿

業
経
営
の
相
談
役
と
し
て
活
躍
い
た

だ
き
ま
す
費
地
域
の
新
し
い
農
業
婁

舞
さ
ん
紅
民
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
新
し
い
農
業
委
員
惑
ん
を
ご
紹
介

し
ま
す
ロ
　
門
鰯
け
編
順
瓢
掲
銭
｝

　
①
は
艦
所
、
②
は
年
齢
、
敬
称
は

賂
さ
せ
て
い
た
だ
き
濠
す
、

滝沢露介

晩爲②62歳

久保繊重近

①松P②55歳

渡辺新一

蓬）東山②34歳

佐藤輝麟

①天水越②50歳

麟
．
櫛

麟

会
　
長
に
高
橋
　
伸
氏

会
長
代
理
に
山
P
清
論
順
氏

小林要一

①湯虚②55歳

小野塚　保

①勲葦韮②6肇歳

高橋　紳

①大薦戸②53歳

高橋順一

①茨水島②5臓

2
翌

　由P溝治
①湯之島②5了歳

　南雲良雄

①顛之前②総歳

鹸
ぜ響擬

　南雲得郎

①薩之葡②訂歳

　　禽

相沢享
①小谷②55歳

第13回農業祭述いしさと楽しさがいっぱいた
・とき1・月3・鴫辱顛タ、手打そむ求、もち試食会、。×クィズ、

　　　　　年前9時から　　　　　ラィォンズクラブにょるバザーなど

　　　　　　　　　　　　　　　　◎町罠体欝館では灘際、休養料センター2階では美術展
■ところ　自然休養村センター　　カ、行わ縫す．
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『『
農
業
担
い
手
公
社

　
　
　
　
　
　
　
準
備
室
を
設
置

　
　
　
　
　
ー
来
隼
欄
月
の
設
立
に
向
け
て
…
－

　
町
と
農
協
で
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー

と
し
て
「
松
之
山
町
農
業
撫
い
手
公

社
」
を
設
立
す
る
た
め
、
九
月
一
鷺

に
撞
い
手
公
社
準
備
璽
を
設
置
し
ま

し
た
。
こ
の
公
社
は
、
農
業
従
事
蕎

コ
難
幽
羅
膨

司
醸
蓼
を
目
約
に
設
宣
落

　
　
　
　
　
準
備
室
は
、
J
A
し
ぶ
み
松
之
山

國
　
　
　
　
基
幹
支
所
の
二
階
事
務
叢
の
｝
角
に

　
　
　
　
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
環
姦
、
役
場
職

　
　
　
　
員
と
農
協
職
員
の
各
一
嶺
が
抵
い
添

可
　
　
　
　
公
社
と
し
て
県
の
許
丁
を
受
け
る
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向許可に

準備蜜：

め
の
準
備
な
ど
を
進
め
て
い
濠
す
。

準
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で
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来
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月
に
は
県
の

許
可
を
受
け
次
矛
設
立
し
た
い
考
え

で
す
。

　
町
で
は
、
六
月
に
農
家
を
対
象
に

公
祉
設
立
£
伴
う
「
農
作
業
受
婁
託

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
資
」
を
実
施
し
ま

し
た
が
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
今
後

の
公
挽
と
し
て
の
取
り
組
み
も
検
討

し
て
い
ま
す
。

　
調
奮
繕
果
で
は
、
　
「
担
い
手
公
拙

に
農
作
業
を
婁
託
す
る
か
ど
う
か
」

で
は
「
婁
託
し
た
い
」
が
一
〇
三
件

（
ご
丁
七
％
）
で
し
た
。
ま
た
、

「
蒔
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は
わ
か
ら
な
い
が
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る
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か
も
し
れ
な
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し
が
薫
（
八
件
（
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七
・
八
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
の

　
こ
の
調
査
結
果
か
ら
も
「
農
漿
担

い
手
公
祉
」
に
対
す
る
朗
待
が
轟
八
き

い
こ
と
が
伺
わ
れ
ま
す
．

　　Q、公社には農作業のほかにどんな事業を望みますか
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文
化
庁
の
文
化
財
調
査
官
来
町

　
　
　
　
　
…
湯
山
の
大
け
や
き
を
視
察
－
…

　
九
月
十
　
環
、
國
指
定
天
然
記
念

物
「
湯
山
の
大
ケ
ヤ
キ
」
の
現
地
指

導
の
た
め
、
文
化
庁
蒔
田
文
化
財
調

癒
窟
が
覇
購
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
湯
山
の
大
ケ
ヤ
キ
は
、
汽
月
十
薦

鷲
の
強
風
で
枝
が
折
れ
、
そ
の
後
・
安

全
対
策
の
た
め
倒
伏
し
た
枝
を
切
る

婁託しない

3三8件

く39．1％）

時期は　　＼、
　　　　　　　＼
わからないが
婁託するカ》も

　　　　しれなし

3（18件

＼　（37．8％）

○対象世帯数890戸

○麟答数　　　8M戸

な
ど
の
搭
置
を
取
っ
て

き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
蒔
田
文

化
財
調
奄
簑
の
ほ
か
に

石
沢
県
文
化
財
保
護
審

議
会
委
翼
か
ら
も
硯
地

を
槻
察
い
た
だ
き
、
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
町

や
地
元
湯
山
集
落
の
爵
さ
ん
と
協
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
協
議
の
結
果
、
現
在
残
っ
て
い
る

大
き
な
枝
を
数
準
切
る
な
ど
し
て
、

今
後
も
大
ケ
ヤ
キ
の
保
護
に
努
め
て

行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

風呂場を増築！
　　　　　　　　㎜皿おふくろ館一
　9月2（）黛、　「じょうもんの湯おふくろ館」の風呂

場が増築され竣工し塞した。こんどの風呂場は男湯

で2倍、女湯で約3借の広さとなりましたひ

　おふくろ館は平成4年にオーブンしましたが、い

ままでに約焉，GOO人の方からご利期いただいていま
ま、〉

　新しい風畠の「おふくろ館」をどうぞご朔羅くだ

さい。
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88歳以上のお宅へ訪閥　　一村山購長一

一入暮らしのお宅へ弁当を配布
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懸
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○
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概
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○
○
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。
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渡
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し
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懸
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一
人
暮
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寄
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轍
松
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山
ラ
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オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
掻
食
の

弁
嚢
が
贈
ら
れ
譲
し
た
、

　
こ
の
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は
、
六
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厳
歳
以
上
の
八

十
七
名
に
窟
け
ら
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ま
し
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こ
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脊
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点
ツ
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六
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懲
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お
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に
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で
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て
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ま
す
。
と
て
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で
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ρ
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ん
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
皆
さ
ん
も

「
轟
、
食
の
弁
簸
は
と
て
も
欝
ば
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
行
き

た
い
で
す
凶
と
嚢
し
て
い
ま
し
た
．

昌　飯塚福祉委翼長から弁邊が手渡されました

工事起工式！
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　§縁2懸達、下水遵：馨礫松之鼠陣化惣ン・ターグ）』葦譲趨

：1二武が背われました。

　趨1：圭：式鎖轍、村1．圭葦鱒叢1をはじめ漿、圭二木部下水燧謙擬

喫塚．土木纂務勝幾など醐係溜23名が綴庸して行われま

したq
　繊識二1勲浄登二・せンターは、湯由プ餅婁r湧丁／原に管礫糠や

鍛終沈澱瀧などの旛澱が建設薯れ家す。究戚は事礁8

年縷濠の予定です。
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に
あ
が
る
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の
子
供
を
対
　
　
　
次
醐
の
蒜
コ
講
灘
教
窯
は
、
十
月

　
顛
と
し
た
幼
驚
教
欝
箏
樂
｛
、
二
瀞
二
　
　
紅
粟
ひ
ろ
い
が
計
鋤
さ
れ
て
い
ま
す
、

　
コ
敏
窯
届
が
瀾
縷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
教
鰻
は
、
繍
疑
諜
で
実
施
し

ダ
、
い
る
も
の
で
、
今
年
で
三
年
総
を

遡
え
崖
し
た
。
今
年
も
烈
月
牽
　
田

に
第
～
繭
蕊
開
優
、
牽
二
月
十
購
鱒

ま
で
計
七
願
多
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
九
月
十
闘
繍
に
は
、
購
蝿
体
欝
館

で
コ
幽
コ
ニ
瀞
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蜜
運
働
会
し
が
行

わ
れ
、
二
十
総
の
親
子
が
参
加
し
ま

し
た
。
子
供
た
ち
は
、
広
い
体
奮
館

の
中
で
ボ
ー
ル
遊
ぴ
や
ゲ
ー
ム
、
カ

ケ
ッ
び
に
お
母
さ
ん
た
ち
と
大
欝
翻

し
て
い
ま
し
た
。
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　新しい風畠の「おふくろ館」をどうぞご朔羅くだ

さい。

醗
擢
鱒
麺

遂

元気儒敬老の目
9／14．9／】5

88歳以上のお宅へ訪閥　　一村山購長一

一入暮らしのお宅へ弁当を配布

　　　　　　　一松之霞ライオンズクラブー

霧
灘籔

　　　　　　　　搬～・灘榔　　密』’・‘・＾苧も　承

村出町長としっかり握手する編療タマさん

　　　　　　　　　　　（不老閣にて〉

　
九
月
牽
内
撮
敬
懸
の
績
の
繭
鶏
、

町
内
の
七
牽
七
歳
・
八
十
八
歳
・
九

十
五
歳
・
九
十
九
歳
、
　
｝
○
○
歳
以

上
の
方
に
町
と
県
か
　
敬
老
の
購
の

概
晶
、
豪
た
醗
か
ら
は
八
十
八
歳
・

九
十
九
歳
・
｝
○
○
歳
以
烹
の
方
に

は
筏
金
も
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
八
牽
八
歳
以
上
の
方
に
は
村
山
町

蓬
が
訪
問
し
、
｝
人
㎜
｛
人
硫
祝
鮎
を

乎
渡
し
ま
し
た
ゆ

　
鋳
内
の
最
長
寿
は
…
○
菰
歳
の
編

原
タ
マ
さ
ん
（
不
管
醐
）
で
、
編
原

さ
ん
は
懸
内
で
慧
番
鰹
の
餐
寿
響
と

な
り
ま
す
．
編
原
さ
ん
を
訪
れ
た
の

は
午
後
｝
蒔
、
村
寅
購
擾
の
｝
，
お
め

で
と
う
観
の
署
葉
に
「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
濠
す
凶
と
し
っ
か
り
し
た
欝

葉
で
讐
え
て
い
豪
し
た
。

纏
群

豪
　
　
　
　
　
　
　
　
編
不

　
　
　
鮮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

ー
㎜
　
－
鑛
灘
難
多

　
九
月
十
灘
澱
の
敬
巻
の
縫
、
町
内

の
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
轍
松
之

山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
掻
食
の

弁
嚢
が
贈
ら
れ
譲
し
た
、

　
こ
の
露
は
、
六
十
厳
歳
以
上
の
八

十
七
名
に
窟
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
押
脊
篤
響
も
点
ツ
年
で
第
六
繍
懲
＞
㎞

な
り
ま
す
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
プ
の

皆
さ
ん
は
午
館
十
隣
黒
十
分
に
集
禽
、

五
つ
の
班
に
溺
れ
て
お
昼
に
閥
に
合

う
よ
う
紅
灘
窟
さ
れ
ま
し
た
。

　
霧
驚
欝
ウ
の
皆
さ
ん
は
、
敬
驚
の

鷺
に
贈
ら
れ
た
温
か
い
プ
レ
ゼ
ン
ト

に
噴
感
灘
の
、
職
持
書
で
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
と
て
も
嬢
し
レ
で
す
ρ
と

窟
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
皆
さ
ん
も

「
轟
、
食
の
弁
簸
は
と
て
も
欝
ば
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
行
き

た
い
で
す
凶
と
嚢
し
て
い
ま
し
た
．

昌　飯塚福祉委翼長から弁邊が手渡されました

工事起工式！
　　　　下水道事業松之出浄化センター

　§縁2懸達、下水遵：馨礫松之鼠陣化惣ン・ターグ）』葦譲趨

：1二武が背われました。

　趨1：圭：式鎖轍、村1．圭葦鱒叢1をはじめ漿、圭二木部下水燧謙擬

喫塚．土木纂務勝幾など醐係溜23名が綴庸して行われま

したq
　繊識二1勲浄登二・せンターは、湯由プ餅婁r湧丁／原に管礫糠や

鍛終沈澱瀧などの旛澱が建設薯れ家す。究戚は事礁8

年縷濠の予定です。

マ
き
き
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
き
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
セ

　
　
た
の
し
い
楽
し
い
運
動
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
第
霞
回
二
凝
凱
識
教
室
ー

　
　
保
奮
園
に
あ
が
る
麟
の
子
供
を
対
　
　
　
次
醐
の
蒜
コ
講
灘
教
窯
は
、
十
月

　
顛
と
し
た
幼
驚
教
欝
箏
樂
｛
、
二
瀞
二
　
　
紅
粟
ひ
ろ
い
が
計
鋤
さ
れ
て
い
ま
す
、

　
コ
敏
窯
届
が
瀾
縷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
教
鰻
は
、
繍
疑
諜
で
実
施
し

ダ
、
い
る
も
の
で
、
今
年
で
三
年
総
を

遡
え
崖
し
た
。
今
年
も
烈
月
牽
　
田

に
第
～
繭
蕊
開
優
、
牽
二
月
十
購
鱒

ま
で
計
七
願
多
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
九
月
十
闘
繍
に
は
、
購
蝿
体
欝
館

で
コ
幽
コ
ニ
瀞
教
蜜
運
働
会
し
が
行

わ
れ
、
二
十
総
の
親
子
が
参
加
し
ま

し
た
。
子
供
た
ち
は
、
広
い
体
奮
館

の
中
で
ボ
ー
ル
遊
ぴ
や
ゲ
ー
ム
、
カ

ケ
ッ
び
に
お
母
さ
ん
た
ち
と
大
欝
翻

し
て
い
ま
し
た
。
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　9月3難、4黛と町内の各集落で秋まつりが

盛大に行われました．まつりでは神輿行列や演

芸大会が行われ、幼児からお年寄りまで参茄し

ました。踊りや歌、寸劇に観客も秋の農繁難薦

の一・鑓を楽しんでいました。

献

蕪
談
η
り

轟
．

慧　拳　一『

今年も楽しませてくれた平成座の皆さんによる

寸麟（天水島）

　
　
き
ぺ

、
蝿
＼

　
　
　
　
こ
む

み神
麹
．
だ

鑛
纏
灘

雛

自治宝くじ助成記念秋まつり

　松之山の松成会では、今年「麹治宝くじ助成

事業」を受け祭りの絹異を購入しました。助成

で購入した「子洪璽神輿・祭り衣装」は、9月

3購、4藏の松之山まつりに皆さんに披露され

ました。また、若者の勇壮なかけ声とともに進

む大神輿に集まった観客からは、大きな声援が

贈られていました．

囎
り
だ
講
翻
鷲

子どもたちによるカづよい踊り（水梨）

臼治宝くじで購入した手供鴇神輿（松之由〉

ワッシ封イ、ワッシ翁イ〃と元気なかけ声で担

ぐ』子供たち

へ
し
き
ぎ
ミ
ド
ぎ
を
き
き
ド
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ノ

ス
ク
ー
施

　
　
　
ト
ピ
ツ
ク
ス

今
年
は
大
豊
作
だ

　
　
　
　
東
川
小
学
校

　
九
月
二
十
二
日
、
東
揖
小
掌
校
で

学
校
眼
の
穏
刈
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

五
月
中
旬
に
磁
櫨
え
を
し
た
苗
も
、

今
年
の
干
ば
つ
に
耐
え
て
晃
事
に
黄

金
色
の
稲
穂
を
つ
け
豪
し
た
。

　
子
供
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
、
掌
年
ご

と
騰
穏
を
刈
る
撫
当
、
縮
を
運
ぶ
撫

当
と
役
割
が
決
め
ら
れ
作
業
が
行
わ

れ
家
し
た
。
約
｝
蒔
間
半
で
無
事
に

穏
刈
り
も
終
了
し
ま
し
た
。

　
収
穫
さ
れ
た
モ
チ
米
は
文
化
祭
に

餅
つ
き
が
行
わ
れ
、
全
愚
で
食
べ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

、去く湧し7翼交アジア青少年国際文化
新潟県高校生中国黒龍江省

　　　　　派遣事業の参加報告

　
来
年
、
新
潟
漿
で
第
十
九
回
全
国
高
等
学
校
総
禽
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
．

こ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
今
年
度
、
高
校
趨
の
代
表
を
中
醐
に
派
遣
し
、
中
園

の
轡
少
年
と
の
文
化
濡
動
の
研
修
と
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
こ
の
事
業
に
は
県
内
か
ら
十
二
名
の
山
尚
校
生
が
派
遺
さ
れ
ま
し
た
。
当
購
か

ら
も
安
塚
高
校
松
之
山
分
校
三
年
生
の
佐
藤
龍
治
さ
ん
が
推
薦
さ
れ
、
参
撫
し

て
き
ま
し
た
．

　
銭
藤
さ
ん
か
ら
今
回
の
・
事
業
に
参
触
し
た
体
験
記
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
ご
紹
介
し
童
す
。

麟
奪
～

1撫

ゆ

臨
野
塞
旙
浮
繋

　
僕
は
八
月
十
九
撫
か
ら
二
十
六
濤

ま
で
、
全
圏
高
等
学
校
文
化
祭
の
｝
“

環
と
し
て
行
わ
れ
る
、
ア
シ
ア
毒
少

隼
等
圏
際
文
化
交
流
会
に
参
加
し
、

申
岡
に
、
行
っ
て
き
ま
し
た
ご

　
欝
遵
に
興
味
を
持
ち
は
じ
め
た
畷

か
ら
中
國
へ
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
た
の
で
、
見
る
も
の
全
て
が
強

烈
に
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　
黒
龍
江
雀
の
鷺
少
年
と
の
合
岡
轡

会
で
は
、
大
変
勉
強
に
な
り
、
、
鷺
分

に
と
っ
て
意
味
あ
る
会
に
な
夢
ま
し

た
。
僕
は
中
麟
の
．
醐
校
生
の
葡
轡
、
う

ま
く
霧
け
る
だ
ろ
う
か
と
少
し
不
安

で
し
た
が
、
五
月
か
・
戴
回
の
合
宿

に
患
衛
し
、
練
、
習
を
重
ね
て
き
た
の

輔
　
幾

、

麟
獅

≧
、

校学範鯨ン
ビ
で
ル
会
ハ
書

で
、
そ
れ
を
思
い
だ
し
な
が
ら
精
一

杯
講
き
ま
し
た
。
中
羅
の
蕎
校
生
が

書
い
た
作
贔
は
何
度
か
見
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
が
、
講
い
て
い
る
所
を

見
た
の
は
今
回
が
初
め
て
で
し
た
．

神
経
を
集
中
し
、
慎
重
に
筆
を
運
ぶ

中
国体
験
記

　
　
　
　
佐
藤
龍
治

姿
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
．
欝
き
烹
が

っ
た
作
品
も
、
落
ち
つ
き
の
あ
る
堂

堂
と
し
た
作
酷
で
し
た
．

　
中
鑓
の
第
｝
印
象
は
、
広
大
な
薗
・

永
い
歴
史
燭
と
い
う
箏
で
し
た
。
や
っ

ば
り
素
晦
ら
し
い
も
の
は
、
本
物
を

露
分
の
目
で
見
て
確
か
め
て
み
る
ま

で
は
そ
の
素
購
ら
し
さ
は
わ
か
ら
な

い
も
の
で
す
が
、
万
里
の
長
城
・
天

安
門
広
場
・
紋
窟
は
特
に
そ
れ
を
感

じ
ま
し
た
。
僕
の
想
像
で
き
る
範
臨

を
遙
か
に
越
え
て
い
ま
し
た
．
そ
の

中
で
も
一
番
感
動
し
た
の
は
、
や
っ

ぱ
り
万
婁
の
長
城
で
し
た
。
晃
え
る

の
は
、
ど
こ
ま
で
も
続
く
城
壁
と
連

な
る
山
々
だ
け
。
何
か
懲
分
の
心
の

中
が
広
く
な
っ
た
思
い
が
し
蜜
し
た
。

警
葉
に
な
ら
な
い
程
の
感
動
を
味
わ

い
ま
し
た
．

　
黒
龍
江
省
の
趨
校
生
と
一
対
一
で

翼
い
物
を
す
る
詩
間
が
あ
り
、
英
語

で
誕
を
し
ま
し
た
。
自
分
の
知
っ
て

い
る
単
語
を
｝
隻
懸
命
な
ら
べ
て
、

や
っ
と
通
じ
た
時
は
心
の
底
か
ら
穣

こ
び
ま
し
た
．
そ
の
嬉
し
さ
は
格
剛

で
「
世
界
各
圏
に
友
達
を
作
り
、
松

之
由
の
秦
曙
ら
し
さ
を
伝
え
る
幅
と

い
う
霞
標
が
で
き
ま
し
た
．
今
園
の

旅
で
、
中
園
に
友
達
を
作
り
話
が
で

き
た
こ
と
が
一
番
の
薯
こ
び
で
あ
り
、

新
た
な
目
標
と
な
り
ま
し
た
．

　
見
た
物
・
聞
い
た
事
全
て
が
驚
き

の
中
で
、
特
に
物
緬
の
安
さ
に
は
驚

き
ま
し
た
。
万
墨
の
長
城
の
土
産
屋

で
は
T
シ
ャ
ツ
を
売
っ
て
い
ま
し
た
。

日
本
人
観
光
客
が
多
い
せ
い
か
蟹
本

語
の
上
乎
な
店
鰻
さ
ん
が
「
T
シ
ャ

ツ
十
枚
千
円
〃
」
と
醤
つ
て
売
つ
て

　
い
ま
し
た
。
僕
も
安
い
な
と
思
い
見

て
い
る
と
、
そ
の
店
輿
さ
ん
は
ど
ん

ど
ん
安
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
最
後
に
は
「
T
シ
ャ
ツ
五
十
枚
千

円
〃
ご
と
…
…
。
と
い
う
纂
は
、
　
一

ハ
ル
ビ
ン
太
陽
公
園
内
に
あ
る
新
潟

友
誼
園
の
前
で

県
文
化
行
政
課
長
さ
ん
〈
左
〉
と

引
率
の
先
生
二
名
（
右
）

枚
た
っ
た
の
二
十
円
。
考
え
ら
れ
な

い
安
さ
で
し
た
。

　
新
潟
県
教
育
委
鰻
会
と
文
化
庁
の

援
励
と
、
嵩
校
文
化
連
盟
の
推
選
で

行
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
、

鐡
長
と
し
て
あ
い
さ
つ
す
る
場
薦
も

あ
り
、
緊
張
も
し
ま
し
た
が
、
今
考

え
る
と
、
と
て
も
貴
重
な
体
験
だ
っ

た
な
と
思
い
ま
す
。
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縮
を
運
ぶ
撫

当
と
役
割
が
決
め
ら
れ
作
業
が
行
わ

れ
家
し
た
。
約
｝
蒔
間
半
で
無
事
に

穏
刈
り
も
終
了
し
ま
し
た
。

　
収
穫
さ
れ
た
モ
チ
米
は
文
化
祭
に

餅
つ
き
が
行
わ
れ
、
全
愚
で
食
べ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

、去く湧し7翼交アジア青少年国際文化
新潟県高校生中国黒龍江省

　　　　　派遣事業の参加報告

　
来
年
、
新
潟
漿
で
第
十
九
回
全
国
高
等
学
校
総
禽
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
．

こ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
今
年
度
、
高
校
趨
の
代
表
を
中
醐
に
派
遣
し
、
中
園

の
轡
少
年
と
の
文
化
濡
動
の
研
修
と
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
こ
の
事
業
に
は
県
内
か
ら
十
二
名
の
山
尚
校
生
が
派
遺
さ
れ
ま
し
た
。
当
購
か

ら
も
安
塚
高
校
松
之
山
分
校
三
年
生
の
佐
藤
龍
治
さ
ん
が
推
薦
さ
れ
、
参
撫
し

て
き
ま
し
た
．

　
銭
藤
さ
ん
か
ら
今
回
の
・
事
業
に
参
触
し
た
体
験
記
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
ご
紹
介
し
童
す
。

麟
奪
～

1撫

ゆ

臨
野
塞
旙
浮
繋

　
僕
は
八
月
十
九
撫
か
ら
二
十
六
濤

ま
で
、
全
圏
高
等
学
校
文
化
祭
の
｝
“

環
と
し
て
行
わ
れ
る
、
ア
シ
ア
毒
少

隼
等
圏
際
文
化
交
流
会
に
参
加
し
、

申
岡
に
、
行
っ
て
き
ま
し
た
ご

　
欝
遵
に
興
味
を
持
ち
は
じ
め
た
畷

か
ら
中
國
へ
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
た
の
で
、
見
る
も
の
全
て
が
強

烈
に
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　
黒
龍
江
雀
の
鷺
少
年
と
の
合
岡
轡

会
で
は
、
大
変
勉
強
に
な
り
、
、
鷺
分

に
と
っ
て
意
味
あ
る
会
に
な
夢
ま
し

た
。
僕
は
中
麟
の
．
醐
校
生
の
葡
轡
、
う

ま
く
霧
け
る
だ
ろ
う
か
と
少
し
不
安

で
し
た
が
、
五
月
か
・
戴
回
の
合
宿

に
患
衛
し
、
練
、
習
を
重
ね
て
き
た
の

輔
　
幾

、

麟
獅

≧
、

校学範鯨ン
ビ
で
ル
会
ハ
書

で
、
そ
れ
を
思
い
だ
し
な
が
ら
精
一

杯
講
き
ま
し
た
。
中
羅
の
蕎
校
生
が

書
い
た
作
贔
は
何
度
か
見
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
が
、
講
い
て
い
る
所
を

見
た
の
は
今
回
が
初
め
て
で
し
た
．

神
経
を
集
中
し
、
慎
重
に
筆
を
運
ぶ

中
国体
験
記

　
　
　
　
佐
藤
龍
治

姿
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
．
欝
き
烹
が

っ
た
作
品
も
、
落
ち
つ
き
の
あ
る
堂

堂
と
し
た
作
酷
で
し
た
．

　
中
鑓
の
第
｝
印
象
は
、
広
大
な
薗
・

永
い
歴
史
燭
と
い
う
箏
で
し
た
。
や
っ

ば
り
素
晦
ら
し
い
も
の
は
、
本
物
を

露
分
の
目
で
見
て
確
か
め
て
み
る
ま

で
は
そ
の
素
購
ら
し
さ
は
わ
か
ら
な

い
も
の
で
す
が
、
万
里
の
長
城
・
天

安
門
広
場
・
紋
窟
は
特
に
そ
れ
を
感

じ
ま
し
た
。
僕
の
想
像
で
き
る
範
臨

を
遙
か
に
越
え
て
い
ま
し
た
．
そ
の

中
で
も
一
番
感
動
し
た
の
は
、
や
っ

ぱ
り
万
婁
の
長
城
で
し
た
。
晃
え
る

の
は
、
ど
こ
ま
で
も
続
く
城
壁
と
連

な
る
山
々
だ
け
。
何
か
懲
分
の
心
の

中
が
広
く
な
っ
た
思
い
が
し
蜜
し
た
。

警
葉
に
な
ら
な
い
程
の
感
動
を
味
わ

い
ま
し
た
．

　
黒
龍
江
省
の
趨
校
生
と
一
対
一
で

翼
い
物
を
す
る
詩
間
が
あ
り
、
英
語

で
誕
を
し
ま
し
た
。
自
分
の
知
っ
て

い
る
単
語
を
｝
隻
懸
命
な
ら
べ
て
、

や
っ
と
通
じ
た
時
は
心
の
底
か
ら
穣

こ
び
ま
し
た
．
そ
の
嬉
し
さ
は
格
剛

で
「
世
界
各
圏
に
友
達
を
作
り
、
松

之
由
の
秦
曙
ら
し
さ
を
伝
え
る
幅
と

い
う
霞
標
が
で
き
ま
し
た
．
今
園
の

旅
で
、
中
園
に
友
達
を
作
り
話
が
で

き
た
こ
と
が
一
番
の
薯
こ
び
で
あ
り
、

新
た
な
目
標
と
な
り
ま
し
た
．

　
見
た
物
・
聞
い
た
事
全
て
が
驚
き

の
中
で
、
特
に
物
緬
の
安
さ
に
は
驚

き
ま
し
た
。
万
墨
の
長
城
の
土
産
屋

で
は
T
シ
ャ
ツ
を
売
っ
て
い
ま
し
た
。

日
本
人
観
光
客
が
多
い
せ
い
か
蟹
本

語
の
上
乎
な
店
鰻
さ
ん
が
「
T
シ
ャ

ツ
十
枚
千
円
〃
」
と
醤
つ
て
売
つ
て

　
い
ま
し
た
。
僕
も
安
い
な
と
思
い
見

て
い
る
と
、
そ
の
店
輿
さ
ん
は
ど
ん

ど
ん
安
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
最
後
に
は
「
T
シ
ャ
ツ
五
十
枚
千

円
〃
ご
と
…
…
。
と
い
う
纂
は
、
　
一

ハ
ル
ビ
ン
太
陽
公
園
内
に
あ
る
新
潟

友
誼
園
の
前
で

県
文
化
行
政
課
長
さ
ん
〈
左
〉
と

引
率
の
先
生
二
名
（
右
）

枚
た
っ
た
の
二
十
円
。
考
え
ら
れ
な

い
安
さ
で
し
た
。

　
新
潟
県
教
育
委
鰻
会
と
文
化
庁
の

援
励
と
、
嵩
校
文
化
連
盟
の
推
選
で

行
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
、

鐡
長
と
し
て
あ
い
さ
つ
す
る
場
薦
も

あ
り
、
緊
張
も
し
ま
し
た
が
、
今
考

え
る
と
、
と
て
も
貴
重
な
体
験
だ
っ

た
な
と
思
い
ま
す
。
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一人前の測量士をめざして

　暑い夏が終わり、今秋を迎えました。そ

して、祖父が心をこめて作った稲が今一つ

一つ刈り取る季節がやってきました。

　僕も一つ一つを大切に育くみながら、自

分の中にある大切なものを育てながら生き

ています。

　蒔々、目標が遠くみえる時もあります。

でも、あきらめたくない鍛後まで。いつの

黛か蕎橋組の一人前の灘量士になれること

を願って頑張っています。

　そして、僕が今鱒に願う事、それは自分

の事ばかり考えるのではなく、一入一入が

心をもって自分をしっかり見つめながら協

力し合いながら良い町を作ってほしいので

す。

　欝葉は、ある時に人を傷つ静、時に人の

カになります。僕はたった一つ、松之山の

心を信じています。

相
爆
昌
之
さ
ん
（
水
梨
・
新
屋
）

　
。
昭
和
5
0
年
9
月
生
ま
れ

　
。
血
液
型
　
0
型

　
・
星
　
座
　
お
と
め
座

　
。
勤
務
先
　
株
式
会
社
高
橋
組

　このコーナーでは今年の春に高校卒

業して、地元に就職した若煮を紹介し

てきましたが、今回で終了します。

　次園からは、新しいコーナーを予定

しています。

市
民
挙
げ
て
歓
迎
し
ま
す

十
日
町
の
雪
ま
つ
り
♀
β
町
斎
発
〉

え
ば
二
月
の
「
霧
ま
つ
り
し

で
す
。
毎
年
二
月
の
第
三
土
曜
臼
を

は
さ
ん
だ
金
・
土
・
欝
曜
縫
に
開
か

れ
ま
す
。
来
年
は
、
二
月
十
七
日
働

か
ら
十
九
臼
㈲
で
す
。

　
雪
ま
つ
り
で
は
、
市
民
総
ぐ
る
み

で
参
加
し
ま
す
。
衛
内
卿
円
で
、
各

職
場
や
各
町
内
会
蝋
位
で
嚢
像
を
作

ま
た
各
家
巌
や
商
店
な
ど
も
、
玄
㎜
関

先
や
軒
下
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
上
な
ど

に
蟹
だ
る
ま
を
作
り
、
市
外
か
ら
の

お
客
様
を
歓
迎
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
何
と
い
っ
て
も
華
や
か

な
の
は
、
土
曜
日
の
夜
の
「
雪
上
カ

ー
蕩
バ
ル
」
。
蟹
だ
け
で
作
っ
た
蟹
像

と
し
て
は
、
世
界
～
と
し
て
ギ
ネ
ス

ブ
ッ
ク
に
も
載
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
カ
ー
ニ
バ
ル
会
場
は
、
牽
鷺
町

駅
か
ら
徒
歩
二
桑
分
の
城
ケ
歳
多
目

広
場
ピ
ュ
ア
ラ
ン
ド
、
カ
ー
ニ
バ
ル

っ
た
り
、
広
場
を
設
け
た
り
し
ま
す
。

　
儒
濃
川
と
ほ
く

ほ
く
線
が
交
差
す

る
十
日
町
市
。
「
ほ

く
ほ
く
線
の
旅
」

三
回
目
は
十
籔
町

帯
を
紹
介
し
ま
す
。

　
十
総
町
帯
と
い

　
　
　
　
が
禽
名

の
雪
上
舞
台
で
は
、
歌
譲
シ
欝
ー
．

藩
一
物
シ
ョ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
上
が
る
五

千
発
も
の
雲
中
花
火
が
、
讐
國
の
夜

窒
を
彩
り
家
す
．
写
糞
は
今
年
の
カ

ー
ニ
バ
ル
の
風
景
で
す
。

　
ほ
く
ほ
く
線
が
開
業
す
る
と
、
お

客
様
か
ら
道
路
の
凍
結
や
駐
車
場
の

確
保
な
ど
餓
に
せ
ず
に
、
お
い
で
い

た
だ
け
ま
す
。
葡
罠
挙
げ
て
歓
迎
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
十
総
町
市
役
勝
　
総
務
諜

韓
鍵
礁
灘
鰹
餐

書
道
部
　
安
塚
高
校
松
之
山
分
校

　
今
月
は
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
濡
動
で

活
躍
し
て
い
る
、
安
塚
蕩
校
松
之
山

分
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
に
登
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
園
は
書
道
部
の
皆

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
．

ー
皆
さ
ん
の
活
動
内
容
は

　
私
た
ち
の
部
輿
数
は
現
在
、
照
名

で
す
。
活
動
は
月
曜
懸
か
ら
金
曜
繕

ま
で
の
毎
臼
、
放
諜
後
約
二
蒔
間
く

ら
い
練
習
し
て
い
ま
す
の

　
書
道
部
の
歴
史
は
畏
い
で
す
。
環

筏
、
指
導
い
た
だ
い
て
い
る
蕎
澤
先

生
は
昭
和
五
十
灘
年
か
ら
で
す
。

ー
部
活
動
で
楽
し
い
こ
と
は

　
私
た
ち
の
書
道
部
は
地
の
学
校
と

違
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
書
体
の
文
寧

を
書
い
て
い
蒙
す
、
で
す
か
ら
展
覧

会
へ
の
作
最
は
、
全
鰻
が
違
っ
た
欝

体
で
出
展
し
て
い
ま
す
弗

　
部
内
の
雰
闘
気
は
よ
く
、
活
勤
し

て
い
て
楽
し
い
で
す
。
ま
た
、
　
い
ろ

い
ろ
な
展
覧
会
に
参
加
し
、
い
ろ
ん

な
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
て
と

て
も
嬉
し
い
で
す
。
欝
道
部
に
入
っ

て
い
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
．

…
町
へ
望
む
こ
と
は

　
松
之
山
は
こ
れ
か
ら
も
髭
展
し
て

◎

い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
も
っ
と
も
っ
と
松
之
山

の
す
ば
　
し
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん

あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
を

盤
か
し
た
町
づ
く
り
を
進
め
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
．
鯛
え
ば
、
観
光
で

も
松
之
山
の
素
朴
さ
を
提
供
し
、
だ

れ
が
楽
て
も
「
心
の
休
ま
る
ふ
る
さ

と
“
そ
ん
な
雰
囲
気
の
そ
ん
な
松
之

山
町
範
な
っ
て
い
っ
た
ら
い
い
な
と

思
い
ま
す
。

今
年
も
大
活
躍

　
今
年
の
欝
道
部
の
成
績
で
す
。

〈
〉
全
日
本
膏
少
隼
轡
道
展
〈
繍
庫
書

掌
協
会
〉

・
東
窟
都
知
事
賞
　
儀
藤
龍
治

・
大
　
賞
　
繊
辺
翼
理

・
特
選
大
見
真
理
子

　
　
　
　
　
小
野
塚
千
総

φ
全
鷺
本
学
生
書
道
展
（
鷺
本
鑑
，
遵

教
欝
掌
会
）

・
東
窟
都
教
畜
婁
翼
会
欝

　
　
　
　
　
佐
藤
龍
治

・
学
会
賞
　
磁
辺
真
理

　
　
　
　
　
大
見
真
理
子

◇
β
本
裁
道
館
覆
写
書
道
大
展
覧
会

（
欝
本
斌
遵
館
）

・
摺
本
試
道
館
理
事
長
欝

　
　
　
　
佐
藤
龍
治

・
研
塞
斌
道
飽
賞

　
　
　
　
田
辺
輿
理

　
　
　
　
小
野
塚
千
裕

　　　　　　轡道部興の皆さんです

（後列）佐藤龍治さん（3年〉鑓辺真理さん（3年〉

（前列〉大見真理子さん（2年）小野塚千裕さん（1年）

・
大
会
奨
励
賞

　
　
　
　
　
大
見
真
理
子

◇
全
翻
公
募
轡
道
展
（
環
代
饗
本
書

家
協
会
）

・
特
刷
賞

　
　
〃

・
特
　
選

磁
辺
真
理

佐
藤
龍
治

大
見
真
理
子

小
野
塚
千
裕

◇
藏
本
試
遣
館
書
写
書
道
大
展
覧
会

・
縫
本
斌
道
館
理
事
長
賞
　
　
｝
名

・
鼠
本
裁
道
館
賞
　
二
名

・
ゐ
八
轟
罫
奨
励
賞
　
　
　
六
名

・
特
選
　
　
牽
一
名
、
　
金
㎜
欝
ハ
　
六
名

　
※
授
業
の
書
道
選
択
餐
二
十
三
名

も
嵩
品
し
ま
し
た
。
出
鹸
者
全
興
、

金
賞
以
上
と
い
う
成
繍
を
収
め
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
【
敬
称
騒

ツリフネソウ

　由の湿った谷川などのほとりに多い…年箪。翼

から秋にかけて美しい野葦の一つ。茎は高さ40c創

～80c搬、紅色で鮪はややふくらんでいる。舟を上

からつっているように見える、，こんな様子からこ

の名がついたのだろう、　（松之出町教膏婁轟会発

　
　
、
艮

　
も
　
も

　
た
て

　
し
　
影
　
撮
花

　
近
諏

　
付
た

　
　
　
し

　
瞭
を

よ
　
　
色

　
深
紅

物
櫨
臼
脇

　
月
す

之
松
・
道

　
真
　
写
す

行
　
　
で

してこんな形をしているのか、露然って不思譲で

すね。
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一人前の測量士をめざして

　暑い夏が終わり、今秋を迎えました。そ

して、祖父が心をこめて作った稲が今一つ

一つ刈り取る季節がやってきました。

　僕も一つ一つを大切に育くみながら、自

分の中にある大切なものを育てながら生き

ています。

　蒔々、目標が遠くみえる時もあります。

でも、あきらめたくない鍛後まで。いつの

黛か蕎橋組の一人前の灘量士になれること

を願って頑張っています。

　そして、僕が今鱒に願う事、それは自分

の事ばかり考えるのではなく、一入一入が

心をもって自分をしっかり見つめながら協

力し合いながら良い町を作ってほしいので

す。

　欝葉は、ある時に人を傷つ静、時に人の

カになります。僕はたった一つ、松之山の

心を信じています。

相
爆
昌
之
さ
ん
（
水
梨
・
新
屋
）

　
。
昭
和
5
0
年
9
月
生
ま
れ

　
。
血
液
型
　
0
型

　
・
星
　
座
　
お
と
め
座

　
。
勤
務
先
　
株
式
会
社
高
橋
組

　このコーナーでは今年の春に高校卒

業して、地元に就職した若煮を紹介し

てきましたが、今回で終了します。

　次園からは、新しいコーナーを予定

しています。

市
民
挙
げ
て
歓
迎
し
ま
す

十
日
町
の
雪
ま
つ
り
♀
β
町
斎
発
〉

え
ば
二
月
の
「
霧
ま
つ
り
し

で
す
。
毎
年
二
月
の
第
三
土
曜
臼
を

は
さ
ん
だ
金
・
土
・
欝
曜
縫
に
開
か

れ
ま
す
。
来
年
は
、
二
月
十
七
日
働

か
ら
十
九
臼
㈲
で
す
。

　
雪
ま
つ
り
で
は
、
市
民
総
ぐ
る
み

で
参
加
し
ま
す
。
衛
内
卿
円
で
、
各

職
場
や
各
町
内
会
蝋
位
で
嚢
像
を
作

ま
た
各
家
巌
や
商
店
な
ど
も
、
玄
㎜
関

先
や
軒
下
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
上
な
ど

に
蟹
だ
る
ま
を
作
り
、
市
外
か
ら
の

お
客
様
を
歓
迎
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
何
と
い
っ
て
も
華
や
か

な
の
は
、
土
曜
日
の
夜
の
「
雪
上
カ

ー
蕩
バ
ル
」
。
蟹
だ
け
で
作
っ
た
蟹
像

と
し
て
は
、
世
界
～
と
し
て
ギ
ネ
ス

ブ
ッ
ク
に
も
載
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
カ
ー
ニ
バ
ル
会
場
は
、
牽
鷺
町

駅
か
ら
徒
歩
二
桑
分
の
城
ケ
歳
多
目

広
場
ピ
ュ
ア
ラ
ン
ド
、
カ
ー
ニ
バ
ル

っ
た
り
、
広
場
を
設
け
た
り
し
ま
す
。

　
儒
濃
川
と
ほ
く

ほ
く
線
が
交
差
す

る
十
日
町
市
。
「
ほ

く
ほ
く
線
の
旅
」

三
回
目
は
十
籔
町

帯
を
紹
介
し
ま
す
。

　
十
総
町
帯
と
い

　
　
　
　
が
禽
名

の
雪
上
舞
台
で
は
、
歌
譲
シ
欝
ー
．

藩
一
物
シ
ョ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
上
が
る
五

千
発
も
の
雲
中
花
火
が
、
讐
國
の
夜

窒
を
彩
り
家
す
．
写
糞
は
今
年
の
カ

ー
ニ
バ
ル
の
風
景
で
す
。

　
ほ
く
ほ
く
線
が
開
業
す
る
と
、
お

客
様
か
ら
道
路
の
凍
結
や
駐
車
場
の

確
保
な
ど
餓
に
せ
ず
に
、
お
い
で
い

た
だ
け
ま
す
。
葡
罠
挙
げ
て
歓
迎
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
十
総
町
市
役
勝
　
総
務
諜

韓
鍵
礁
灘
鰹
餐

書
道
部
　
安
塚
高
校
松
之
山
分
校

　
今
月
は
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
濡
動
で

活
躍
し
て
い
る
、
安
塚
蕩
校
松
之
山

分
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
に
登
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
園
は
書
道
部
の
皆

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
．

ー
皆
さ
ん
の
活
動
内
容
は

　
私
た
ち
の
部
輿
数
は
現
在
、
照
名

で
す
。
活
動
は
月
曜
懸
か
ら
金
曜
繕

ま
で
の
毎
臼
、
放
諜
後
約
二
蒔
間
く

ら
い
練
習
し
て
い
ま
す
の

　
書
道
部
の
歴
史
は
畏
い
で
す
。
環

筏
、
指
導
い
た
だ
い
て
い
る
蕎
澤
先

生
は
昭
和
五
十
灘
年
か
ら
で
す
。

ー
部
活
動
で
楽
し
い
こ
と
は

　
私
た
ち
の
書
道
部
は
地
の
学
校
と

違
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
書
体
の
文
寧

を
書
い
て
い
蒙
す
、
で
す
か
ら
展
覧

会
へ
の
作
最
は
、
全
鰻
が
違
っ
た
欝

体
で
出
展
し
て
い
ま
す
弗

　
部
内
の
雰
闘
気
は
よ
く
、
活
勤
し

て
い
て
楽
し
い
で
す
。
ま
た
、
　
い
ろ

い
ろ
な
展
覧
会
に
参
加
し
、
い
ろ
ん

な
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
て
と

て
も
嬉
し
い
で
す
。
欝
道
部
に
入
っ

て
い
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
．

…
町
へ
望
む
こ
と
は

　
松
之
山
は
こ
れ
か
ら
も
髭
展
し
て

◎

い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
も
っ
と
も
っ
と
松
之
山

の
す
ば
　
し
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん

あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
を

盤
か
し
た
町
づ
く
り
を
進
め
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
．
鯛
え
ば
、
観
光
で

も
松
之
山
の
素
朴
さ
を
提
供
し
、
だ

れ
が
楽
て
も
「
心
の
休
ま
る
ふ
る
さ

と
“
そ
ん
な
雰
囲
気
の
そ
ん
な
松
之

山
町
範
な
っ
て
い
っ
た
ら
い
い
な
と

思
い
ま
す
。

今
年
も
大
活
躍

　
今
年
の
欝
道
部
の
成
績
で
す
。

〈
〉
全
日
本
膏
少
隼
轡
道
展
〈
繍
庫
書

掌
協
会
〉

・
東
窟
都
知
事
賞
　
儀
藤
龍
治

・
大
　
賞
　
繊
辺
翼
理

・
特
選
大
見
真
理
子

　
　
　
　
　
小
野
塚
千
総

φ
全
鷺
本
学
生
書
道
展
（
鷺
本
鑑
，
遵

教
欝
掌
会
）

・
東
窟
都
教
畜
婁
翼
会
欝

　
　
　
　
　
佐
藤
龍
治

・
学
会
賞
　
磁
辺
真
理

　
　
　
　
　
大
見
真
理
子

◇
β
本
裁
道
館
覆
写
書
道
大
展
覧
会

（
欝
本
斌
遵
館
）

・
摺
本
試
道
館
理
事
長
欝

　
　
　
　
佐
藤
龍
治

・
研
塞
斌
道
飽
賞

　
　
　
　
田
辺
輿
理

　
　
　
　
小
野
塚
千
裕

　　　　　　轡道部興の皆さんです

（後列）佐藤龍治さん（3年〉鑓辺真理さん（3年〉

（前列〉大見真理子さん（2年）小野塚千裕さん（1年）

・
大
会
奨
励
賞

　
　
　
　
　
大
見
真
理
子

◇
全
翻
公
募
轡
道
展
（
環
代
饗
本
書

家
協
会
）

・
特
刷
賞

　
　
〃

・
特
　
選

磁
辺
真
理

佐
藤
龍
治

大
見
真
理
子

小
野
塚
千
裕

◇
藏
本
試
遣
館
書
写
書
道
大
展
覧
会

・
縫
本
斌
道
館
理
事
長
賞
　
　
｝
名

・
鼠
本
裁
道
館
賞
　
二
名

・
ゐ
八
轟
罫
奨
励
賞
　
　
　
六
名

・
特
選
　
　
牽
一
名
、
　
金
㎜
欝
ハ
　
六
名

　
※
授
業
の
書
道
選
択
餐
二
十
三
名

も
嵩
品
し
ま
し
た
。
出
鹸
者
全
興
、

金
賞
以
上
と
い
う
成
繍
を
収
め
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
【
敬
称
騒

ツリフネソウ

　由の湿った谷川などのほとりに多い…年箪。翼

から秋にかけて美しい野葦の一つ。茎は高さ40c創

～80c搬、紅色で鮪はややふくらんでいる。舟を上

からつっているように見える、，こんな様子からこ

の名がついたのだろう、　（松之出町教膏婁轟会発

　
　
、
艮

　
も
　
も

　
た
て

　
し
　
影
　
撮
花

　
近
諏

　
付
た

　
　
　
し

　
瞭
を

よ
　
　
色

　
深
紅

物
櫨
臼
脇

　
月
す

之
松
・
道

　
真
　
写
す

行
　
　
で

してこんな形をしているのか、露然って不思譲で

すね。

μ
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騰
騰
罵

欝
纏
書
糧蟹　斌囲

事
業
案
内
晩
煽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
璽

雇
“
隠
隔
縫
騰
隙
隊
隣
“

　
十
月
の
ニ
コ
論
灘
教
霊
は
、
擾
蕎

猿
に
栗
ひ
ろ
い
遠
建
で
す
。
た
く
さ

ん
ひ
ろ
え
る
と
い
い
で
す
ね
．

十
月
十
二
田
（
水
V

欝
蒔
幽

鑑遽裳習だより

載
辮
め

嚢
湯
麟
懸5　公罠館　難6－2265

▼
潮
沿

▼
聴
間

▼
集
合

　
地
域
の
麗
史
を
探
訪
す
る
歴
史
教

室
．
十
月
の
テ
ー
マ
は
、

「
幕
末
の
変
動
か
ら
明
治
維
新
」

▼
鯛
藏
　
牽
月
ナ
闘
罎
（
金
）

▼
晦
問
　
午
後
八
聴
～
十
聴

▼
会
場
　
自
然
休
養
村
ゼ
ン
タ
ー

悔
幼
い
心
を
ど
う
し
ま
す
か
」

　
乳
兇
期
の
家
庭
教
欝
の
大
切
さ

　
を
驚
え
ま
す
、

「
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
の
お
化
け
退
治
」

「
ド
ナ
ル
ド
ダ
ッ
ク
と
か
わ
い
い
子

解
ス
」

　
お
な
じ
み
の
ミ
ッ
キ
…
と
ド
ナ

　
ル
ド
が
大
濡
躍
。

▼
朗
総

▼
時
間

▼
金
場

十
欝
十
煮
霞
（
烹
）

卑
後
七
蒔
～
九
聴

霞
然
休
養
村
セ
ン
タ
峯

松之

宙
承
絵
澱
聾
罰

鱈
肇
一
管
め
演

士
ふ
』
土
菰
A

欝
畏
撚
．
淋
鎗
箋
構
叢
漁
鍍
会

　
鱗
蝿
杯
め
ざ
し
た
熱
戦
が
覇
待
さ

れ
ま
す
．

▼
期
撮
　
十
月
牽
八
・
十
九
霞

▼
聴
間
　
午
後
む
蒔
～

▼
会
場
　
町
罠
体
育
館

　
深
坂
蝉
で
き
の
こ
汁
を
賞
陳
し
な

が
ら
、
鳥
の
渡
り
を
ウ
愈
ッ
チ
ン
グ

し
濠
す
。

▼
期
醸
　
十
得
二
牽
罵
絹
（
籏
）

▼
集
禽
聴
問
　
隼
離
九
聴
墨

▼
集
禽
場
所
　
自
然
休
養
柑
セ
ン
タ
婁

　　　　ノ　黄　タ／巌
海

　
購
戻
の
力
作
が
勢
ぞ
ろ
い
し
濠
す
。

ど
う
ぞ
、
ゆ
っ
く
り
ご
覧
下
さ
い
。

▼
選
が
作
酷
　
絵
爾
・
警
道
・
彫
塑

　
　
　
　
　
写
翼
・
俳
句
・
短
歌

　
　
　
　
　
幼
小
中
掌
盤
の
作
翻

▼
朗
鷺
　
十
月
二
十
九
～
黛
十
　
揖

▼
会
場
休
養
村
セ
ン
タ
i
体
欝
館

　
秋
の
一
鷺
を
楽
し
く
、
お
い
し
く

過
ご
し
ま
せ
ん
か
．

▼
期
顯
　
十
月
鷺
牽
黛
（
鼠
）

▼
会
場
　
体
養
村
セ
ン
タ
き
体
奮
館

　
購
の
樗
来
を
撮
う
小
・
中
学
生
の

す
ば
ら
し
い
発
袋
を
ご
覧
下
さ
い
．

▼
期
露
　
十
月
滋
十
一
顯
ハ
月
）

▼
聴
闘
　
午
後
一
時
畢
～
繍
聴
牽
分

▼
会
場
　
購
罠
体
育
館

婦
媒
バ
雛
ー
溺
ー
簿
炎
糞

　
女
性
の
熱
い
戦
い
が
く
り
ひ
ろ
げ

　
れ
ま
す
。
ご
期
待
下
さ
い
。

▼
獺
田
　
十
…
月
脳
績
（
金
）

▼
蒔
闘
　
午
後
七
時
～

▼
会
場
　
驚
畏
捧
欝
館

親
子
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
す
。

▼
期
繍
　
十
…
月
八
鷺
（
火
〉

▼
時
間
　
午
箭
九
聴
～
十
…
購

▼
場
所
　
購
艮
体
脊
館

　
秋
の
撫
野
藁
を
暮
し
の
巾
紅
：
…
・

▼
獺
田
　
十
醐
月
八
繕
（
火
）

▼
購
間
　
ギ
後
八
購
～
十
時

▼
場
漸
　
翻
然
休
養
村
セ
ン
タ
…

　　あなたの声が町をかえます

　先紹、涯長さんを通して、生灌学習に関するアン

ケートを醗らせていただき象したα

　締め瓠りが闘這となっていますウお取り緯みの穣

よろしくお願いいたします、

　さて、このアンケートは、次のよう紅活場させて

いただきます。

…
i　　　　　アンケート結果の分析

i　　　　　畢
1　　　　晦の諜題を明らか紅する

1　　　　　　　　畢
i　　購隔の諜題を解決する方法を考える

1　　　（皆さんの代表で謡し合います）

1　　　　　　　　薪
き

1諜題の解決の翼体策を整理し、　「松之出町

涯欝鎌進プラン」を策定する
i　　　　　　　　嘉
も

1　　　計面に基づいた取り縄みをする
き

i　　　　　　　　嘉
i馳組みの鷹をし、次の緬姓かす
し一＿一『“＿＿．＿一一一r＿．一臼＿．一＿一．＿．一▼＿．＿．．一．＿曽＿．一内、＿、＿一＿、＿＿』＿・一…一…『一

・一』一・！二一

　り
／

鐙
w

ー
　
　
ρ
“

黛脅

　　　　　　　　　　　　　生涯学習識一ナー

　　社会教育
　鮭会教育とは「学校で行われる教膏を除き、主として青少年及び

成人に蝿して行われる継織的な教育活動（体育、レクリェーション

を倉む〉」のことです。

　急激に変化する震代歓会には、掌校で習簿した知識や技衛だけで

は穀応しきれません。このため、縫会人といえども新しい惣識や技

術を自ら習得し、歎会の変化に主体的に対応していく必要に迫られ

ています。

　一方、富由蒋間の増茄や平均寿命の伸び等によって、人々のライ

フスタイルは変化してきており、仕事以外の場面でもf生きがい」

を求めるようになってきています。

　また、隻活の基盤として地域が晃なお藝れ、地域の活性化に陶け

た取り紹みが、各地で盛んに行われるようになってきてい濠す。

　このような背蟹の中で、祇会人が持つ学習への要求、地域が抱え

　
・
又

　
抱
要
　
　
　
　
よ

す
　
　
必
　
　
皆
る

濠
域
　
地
　
　
　
艮
設

て
　
　
で
　
　
町
弱

　
求
ん

て
要
綴
　
　
で
慶

　
の
　
　
　
会
講

な
　
　
取

　
習
、
俘
　
委
級

う
学
的
　
　
膏
学

　
　
　
　
　
教
な

る
持
積

れ
わ
人
場
　
　
め
る

　
　
　
　
　
た
え

　
祇
育
　
　
る
箸

　
　
　
　
　
す
　
『

盛
で
　
　
　
応

で
中
社
　
　
鰐

　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
　
　
　
　
　
　
し

　
背
題
　
　
動
蒼
ウ

　
な
課

　
　
　
　
　
　
　
　
ま

紹
よ
的
す
戸
ズ
て

　
の
会
ま
の
　
　
し

取
F
軸
り
　
　
　
力

た
　
　
る
あ
　
　
の
努

　
新
潟
県
立
文
譲
館
は
、
新

潟
県
の
歴
史
に
関
す
る
文
欝

そ
の
飽
の
資
料
の
収
集
及
び

管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
こ

れ
ら
の
活
絹
を
麟
り
、
新
潟

県
の
教
膏
、
掌
術
及
び
文
化

の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
の

施
設
と
し
て
、
平
成
囎
葬
八

月
に
開
館
し
ま
し
た
。

　
窯
に
次
の
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

○
文
書
等
の
収
築
。
整
理
・

　
保
霧

○
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書
等
の
利
湧
・
閲
覧

O
文
轡
等
の
調
資
磯
究

○
資
料
集
等
の
編
さ
ん
・
刊

　
行
O
文
書
等
ば
つ
い
て
の
奪
門

　
的
な
知
識
の
普
及
薯
発
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蒸
叢
　
・
ホ
ー
ル

・
醗
修
室

霧
准
讐

新
潟
・
衛
「
女
瀧
”
工
〇
六
六
番
地

電
語
（
0
2
5
）
2
8
4
－
6
0
1
三

購
＝
講
図q

胃

この團のかたち霞　　　　　　　　　岡馬遼太郎

ス鷲一ワルツの顛

　　　　　　糧ノぐ一ト。ジェームス・ヴォラー

かくれんぽ・御宿かわせみ　　　　　　平爆弓枝

「超」緬格破壊ぴ）聴代　　　　　　　長谷瑚慶太郎

スーノ脳変襲計爾　　　　　轡闘武宗
人盗お一入様一籔際り　　　　　　　中村堅太郎

アポロ欝弩奇跡の盤還ヘンリー・クーパーJ　r

オレンジ讃i蟹　　　　　　　　　　　E・ミラー

…行詩　父よ母よ　　　　　　　　　齋村葵夫

壕欝息子よ娘よ　　　　欝瑛炎
撹界をデザインした男上。下　　キッシンジャー

政と官　　　　　　　　　　　　　　後藤田正購

坂口安善の旋　　　　　　　　　　　蒋月忠信

東窟いい店やれる店豪窟いい店やれる店

　　　　　　　ホイチ鯉イ。プロダクシ瀞ンズ
ドーバー海峡の朝霧　　　　　　　　　　仲俊均

ネイチャー・ワータス　　　轡木薫・山澱鵬子

黙轡漉照あきこ“はらだ郷馨t

　　　　　　　　　　　　　　　＿、一＿＿」

‘3



1
①
O
創
1

∫2

騰
騰
罵

欝
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書
糧蟹　斌囲

事
業
案
内
晩
煽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
璽

雇
“
隠
隔
縫
騰
隙
隊
隣
“

　
十
月
の
ニ
コ
論
灘
教
霊
は
、
擾
蕎

猿
に
栗
ひ
ろ
い
遠
建
で
す
。
た
く
さ

ん
ひ
ろ
え
る
と
い
い
で
す
ね
．

十
月
十
二
田
（
水
V

欝
蒔
幽

鑑遽裳習だより

載
辮
め

嚢
湯
麟
懸5　公罠館　難6－2265

▼
潮
沿

▼
聴
間

▼
集
合

　
地
域
の
麗
史
を
探
訪
す
る
歴
史
教

室
．
十
月
の
テ
ー
マ
は
、

「
幕
末
の
変
動
か
ら
明
治
維
新
」

▼
鯛
藏
　
牽
月
ナ
闘
罎
（
金
）

▼
晦
問
　
午
後
八
聴
～
十
聴

▼
会
場
　
自
然
休
養
村
ゼ
ン
タ
ー

悔
幼
い
心
を
ど
う
し
ま
す
か
」

　
乳
兇
期
の
家
庭
教
欝
の
大
切
さ

　
を
驚
え
ま
す
、

「
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
の
お
化
け
退
治
」

「
ド
ナ
ル
ド
ダ
ッ
ク
と
か
わ
い
い
子

解
ス
」

　
お
な
じ
み
の
ミ
ッ
キ
…
と
ド
ナ

　
ル
ド
が
大
濡
躍
。

▼
朗
総

▼
時
間

▼
金
場

十
欝
十
煮
霞
（
烹
）

卑
後
七
蒔
～
九
聴

霞
然
休
養
村
セ
ン
タ
峯

松之

宙
承
絵
澱
聾
罰

鱈
肇
一
管
め
演

士
ふ
』
土
菰
A

欝
畏
撚
．
淋
鎗
箋
構
叢
漁
鍍
会

　
鱗
蝿
杯
め
ざ
し
た
熱
戦
が
覇
待
さ

れ
ま
す
．

▼
期
撮
　
十
月
牽
八
・
十
九
霞

▼
聴
間
　
午
後
む
蒔
～

▼
会
場
　
町
罠
体
育
館

　
深
坂
蝉
で
き
の
こ
汁
を
賞
陳
し
な

が
ら
、
鳥
の
渡
り
を
ウ
愈
ッ
チ
ン
グ

し
濠
す
。

▼
期
醸
　
十
得
二
牽
罵
絹
（
籏
）

▼
集
禽
聴
問
　
隼
離
九
聴
墨

▼
集
禽
場
所
　
自
然
休
養
柑
セ
ン
タ
婁

　　　　ノ　黄　タ／巌
海

　
購
戻
の
力
作
が
勢
ぞ
ろ
い
し
濠
す
。

ど
う
ぞ
、
ゆ
っ
く
り
ご
覧
下
さ
い
。

▼
選
が
作
酷
　
絵
爾
・
警
道
・
彫
塑

　
　
　
　
　
写
翼
・
俳
句
・
短
歌

　
　
　
　
　
幼
小
中
掌
盤
の
作
翻

▼
朗
鷺
　
十
月
二
十
九
～
黛
十
　
揖

▼
会
場
休
養
村
セ
ン
タ
i
体
欝
館

　
秋
の
一
鷺
を
楽
し
く
、
お
い
し
く

過
ご
し
ま
せ
ん
か
．

▼
期
顯
　
十
月
鷺
牽
黛
（
鼠
）

▼
会
場
　
体
養
村
セ
ン
タ
き
体
奮
館

　
購
の
樗
来
を
撮
う
小
・
中
学
生
の

す
ば
ら
し
い
発
袋
を
ご
覧
下
さ
い
．

▼
期
露
　
十
月
滋
十
一
顯
ハ
月
）

▼
聴
闘
　
午
後
一
時
畢
～
繍
聴
牽
分

▼
会
場
　
購
罠
体
育
館

婦
媒
バ
雛
ー
溺
ー
簿
炎
糞

　
女
性
の
熱
い
戦
い
が
く
り
ひ
ろ
げ

　
れ
ま
す
。
ご
期
待
下
さ
い
。

▼
獺
田
　
十
…
月
脳
績
（
金
）

▼
蒔
闘
　
午
後
七
時
～

▼
会
場
　
驚
畏
捧
欝
館

親
子
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
す
。

▼
期
繍
　
十
…
月
八
鷺
（
火
〉

▼
時
間
　
午
箭
九
聴
～
十
…
購

▼
場
所
　
購
艮
体
脊
館

　
秋
の
撫
野
藁
を
暮
し
の
巾
紅
：
…
・

▼
獺
田
　
十
醐
月
八
繕
（
火
）

▼
購
間
　
ギ
後
八
購
～
十
時

▼
場
漸
　
翻
然
休
養
村
セ
ン
タ
…

　　あなたの声が町をかえます

　先紹、涯長さんを通して、生灌学習に関するアン

ケートを醗らせていただき象したα

　締め瓠りが闘這となっていますウお取り緯みの穣

よろしくお願いいたします、

　さて、このアンケートは、次のよう紅活場させて

いただきます。

…
i　　　　　アンケート結果の分析

i　　　　　畢
1　　　　晦の諜題を明らか紅する

1　　　　　　　　畢
i　　購隔の諜題を解決する方法を考える

1　　　（皆さんの代表で謡し合います）

1　　　　　　　　薪
き

1諜題の解決の翼体策を整理し、　「松之出町

涯欝鎌進プラン」を策定する
i　　　　　　　　嘉
も

1　　　計面に基づいた取り縄みをする
き

i　　　　　　　　嘉
i馳組みの鷹をし、次の緬姓かす
し一＿一『“＿＿．＿一一一r＿．一臼＿．一＿一．＿．一▼＿．＿．．一．＿曽＿．一内、＿、＿一＿、＿＿』＿・一…一…『一

・一』一・！二一

　り
／

鐙
w

ー
　
　
ρ
“

黛脅

　　　　　　　　　　　　　生涯学習識一ナー

　　社会教育
　鮭会教育とは「学校で行われる教膏を除き、主として青少年及び

成人に蝿して行われる継織的な教育活動（体育、レクリェーション

を倉む〉」のことです。

　急激に変化する震代歓会には、掌校で習簿した知識や技衛だけで

は穀応しきれません。このため、縫会人といえども新しい惣識や技

術を自ら習得し、歎会の変化に主体的に対応していく必要に迫られ

ています。

　一方、富由蒋間の増茄や平均寿命の伸び等によって、人々のライ

フスタイルは変化してきており、仕事以外の場面でもf生きがい」

を求めるようになってきています。

　また、隻活の基盤として地域が晃なお藝れ、地域の活性化に陶け

た取り紹みが、各地で盛んに行われるようになってきてい濠す。

　このような背蟹の中で、祇会人が持つ学習への要求、地域が抱え

　
・
又

　
抱
要
　
　
　
　
よ

す
　
　
必
　
　
皆
る

濠
域
　
地
　
　
　
艮
設

て
　
　
で
　
　
町
弱

　
求
ん

て
要
綴
　
　
で
慶

　
の
　
　
　
会
講

な
　
　
取

　
習
、
俘
　
委
級

う
学
的
　
　
膏
学

　
　
　
　
　
教
な

る
持
積

れ
わ
人
場
　
　
め
る

　
　
　
　
　
た
え

　
祇
育
　
　
る
箸

　
　
　
　
　
す
　
『

盛
で
　
　
　
応

で
中
社
　
　
鰐

　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
　
　
　
　
　
　
し

　
背
題
　
　
動
蒼
ウ

　
な
課

　
　
　
　
　
　
　
　
ま

紹
よ
的
す
戸
ズ
て

　
の
会
ま
の
　
　
し

取
F
軸
り
　
　
　
力

た
　
　
る
あ
　
　
の
努

　
新
潟
県
立
文
譲
館
は
、
新

潟
県
の
歴
史
に
関
す
る
文
欝

そ
の
飽
の
資
料
の
収
集
及
び

管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
こ

れ
ら
の
活
絹
を
麟
り
、
新
潟

県
の
教
膏
、
掌
術
及
び
文
化

の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
の

施
設
と
し
て
、
平
成
囎
葬
八

月
に
開
館
し
ま
し
た
。

　
窯
に
次
の
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

○
文
書
等
の
収
築
。
整
理
・

　
保
霧

○
文
書
等
の
利
湧
・
閲
覧

O
文
轡
等
の
調
資
磯
究

○
資
料
集
等
の
編
さ
ん
・
刊

　
行
O
文
書
等
ば
つ
い
て
の
奪
門

　
的
な
知
識
の
普
及
薯
発

B

釜
な
施
設
〕

・
閲
覧
室
　
・
資
料
整
理
室

・
霧
灘
　
・
写
糞
撮
影
室

・
く
ん
蒸
叢
　
・
ホ
ー
ル

・
醗
修
室

霧
准
讐

新
潟
・
衛
「
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瀧
”
工
〇
六
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番
地
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ガ　　　　　　　　の

お知らぜ

§
・
0

　
　
萎
｛
…
｛
1
き
…
重
畜
一
垂
き
1
善
き
き
■
ー
～
■
5
1
き
『
…
も
■
青
書
■
著
ξ
｝
き
ー
｝

　
　
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査

　
　
ご
協
力
を

　
　
　
　
　
　
　
総
務
課
財
政
係

　
総
務
庁
で
は
、
U
月
1
β
現
往
で

サ
葦
ビ
ス
業
基
本
調
資
を
実
施
し
ま

す
。
こ
の
調
登
は
、
サ
ー
ビ
ス
業
事

業
所
の
事
業
活
動
の
実
態
を
調
資
し
、

産
業
、
従
事
者
規
模
等
の
分
析
状
溌

と
活
動
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
m
月
下

旬
か
ら
調
蓋
麟
が
調
資
票
の
記
入
を

お
願
い
に
各
事
業
所
を
訪
問
い
た
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　
…
i
…
…
…
き
…
…
…
i
…
「

　
　
い
羽
根
共
同
募
金
に

　
　
協
力
を

　
　
　
　
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
⑩
月
か
ら
捻
月
ま
で
「
赤
い
羽
根

共
岡
募
金
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
機
闘
や
団
体
に
ご
協

力
を
得
な
が
ら
、
誰
で
も
が
参
擁
で

き
る
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
酒
動
と
し
て
、

ま
た
住
戻
総
参
加
で
展
闘
さ
れ
る
規

模
の
大
き
な
募
金
濡
動
で
す
．

　
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
幕
金
は
、

町
の
社
会
福
祉
の
陶
上
に
も
役
立
っ

て
い
ま
す
．

　
町
社
会
編
祉
協
議
会
で
は
、
戸
別

幕
金
や
職
域
幕
金
を
行
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

騨一髪季…
筆
…
モ
ー
…
｝
拳
，
足
ー
モ
，
ξ
…
5
多
E
，
旨
量
！
E
■
5
ヒ
｛

屋
外
広
告
物
講
習
会
の

ご
案
内

　
　
　
　
　
　
　
県
都
帯
討
園
諜

　
屡
外
広
鑑
業
を
営
む
者
は
、
屋
外

広
欝
物
講
習
会
終
了
餐
な
ど
の
設
置

が
必
要
で
す
。

　
県
で
は
、
次
の
と
お
り
講
翌
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
希
望
響
は
受
講

し
て
く
だ
さ
い
．

▽
期
　
臼
　
U
月
9
研
（
水
〉

▽
時
　
間
　
ギ
前
鐙
蒋
～
午
後
4
時

　
　
　
　
　
30
分
ま
で

　
　
（
受
付
は
午
繭
9
時
3
0
分
か
ら
）

▽
場
　
斯
　
新
潟
県
庁
行
政
庁
魯

　
　
　
　
16
階
1
6
0
2
会
議
室

▽
申
込
手
続

鐙
月
2
7
旧
（
木
〉
ま
で
に
、

新
潟
県
土
木
部
都
市
繋

備
局
都
箏
計
醐
謙
あ
て

串
し
込
む
こ
と
。

補
聴
器
相
談
会
を

　
開
設
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
住
民
課
福
祉
係

　
翼
の
聞
こ
え
が
悪
い
人
、
補
聴
雛

の
調
子
が
悪
い
人
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▽
日
　
時
　
鈴
月
揺
環
（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
達
時
3
0
分
～
3
蒔

　
　
　
　
　
30
分
ま
で

▽
会
　
，
場
　
松
之
山
町
役
場
会
議
室

▽
聞
い
含
わ
せ
先

　
　
　
　
　
役
場
住
民
謙
橿
祉
係

　
　
　
　
　
貿
6
－
3
1
3
1

　
　
　
　
　
　
内
線
5
6

『
　
　
き
圭
，
i
｛
｝
き
き
1
輩
…
…
…
…
き
セ
｝

　
　
月
9
日
は

　
　
脚
九
番
の
臼
で
す

　
　
　
　
　
　
　
松
之
出
分
遣
所

　
溝
火
濡
動
や
救
急
・
救
助
漉
動
は
、

一
分
～
秒
を
争
う
蒔
問
と
の
勝
負
で

す
。
皆
様
の
薫
し
い
通
報
が
す
ば
や

く
、
ま
た
的
確
な
滴
防
濡
動
に
つ
な

が
る
の
で
す
。

　
災
霧
は
い
つ
、
ど
こ
で
起
き
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
万
一
の
と
き
落
ち

着
い
て
正
確
な
通
報
が
で
き
る
よ
う

に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
火
災
・
救
急
の
溺

　
「
火
事
で
す
一
ま
た
は
「
救
急
で

　
す
凶
と
は
っ
き
り
醤
う
φ

▽
場
　
藤

　
住
所
を
鐙
し
く
、
詳
し
く
。

　
目
印
に
な
る
店
の
名
菌
な
ど
も
い

　
い
、
わ
か
り
や
す
く
場
斯
を
伝
え

　
る
。

▽
火
災
・
事
故
の
状
況

　
火
災
・
箏
数
の
状
況
を
正
確
に
わ

　
か
り
や
す
く
欝
う
。

▽
通
報
者
の
住
所
、
氏
名

　
「
私
は
△
△
△
の
、
○
○
○
で
す
．

　
電
謡
番
畢
は
、
臼
臼
懸
で
す
凶
と

　
通
報
饗
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
耀
か
．
砺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
し
ノ
曳

　
　
　
　
　
　
岬
番
み

　
　
　
　
　
　
は
9
で

　
　
　
　
　
　
　
麗

保
健
所
健
康

テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
上
越
保
健
所

▽
サ
妻
ビ
ス
時
間
帯

　
平
環
は
、
午
後
5
蒔
か
ら
翌
臼
午

莇
8
蒔
30
分
ま
で
で
す
。

　
土
曜
・
田
曜
・
祝
霞
は
終
臼
。

※
右
記
以
外
の
聴
闘
帯
は
、
直
接
職

鰻
が
健
康
相
談
に
鱒
じ
ま
す
。

▽
電
議
番
号

　
0
2
5
5
－
2
3
…
1
3
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沁・穏月分の相談内容

内　　　　容

肩 子どものアトピー性庚膚炎

火 野菜の効果

水 中高年女牲の心の健康

木 安眠へのいざない

金土．鶏 結核予防について

　
　
域
づ
く
鯵
東
日
本

　
　
流
会
議
ご
案
内

　
　
　
　
　
糸
魚
塒
実
行
委
員
会

　
現
姦
、
各
地
域
に
お
い
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
づ
く
り
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
情
報
交
換
を

行
い
、
特
色
の
あ
る
地
域
づ
く
り
活

動
を
よ
り
一
麟
推
進
す
る
た
め
に
、

断
潟
県
糸
魚
絹
驚
で
交
流
会
が
醐
催

さ
れ
ま
す
．
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
事
務
燭
憲
で
お
闘
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
．

▽
と
　
き
　
平
成
6
年
m
月
爲
漫
（
木
）

　
　
　
　
　
～
M
照
（
金
）

▽
と
こ
ろ
　
糸
魚
川
市
罠
会
館
ほ
か

▽
内
　
容
　

・
記
恋
愚
講
演
「
私
の
ふ

　
　
　
　
る
さ
と
論
」

　
　
　
　
新
潟
経
営
大
学
教
授

　
　
　
　
　
利
根
用
　
総
氏

　
　
　
　
　
・
地
域
づ
く
り
箏
例
報

　
　
　
　
　
憲
な
ど

　
※
事
働
報
吉
で
は
、
当
簿
霞
村
留

　
　
学
推
進
婁
興
会
翻
禽
畏
の
飯
塚

　
　
暫
郎
さ
ん
が
「
教
欝
紅
よ
る
地

　
　
域
お
こ
し
」
を
テ
ー
マ
に
報
憲

　
　
し
ま
す
ひ

▽
事
務
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魚
絹
蜜
企
醐
謙
内
〉

　
　
　
　
　
燈
0
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5
5
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…

　
　
　
　
　
三
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2
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陸
・
海
・
空

黛
衛
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募
集

　
　
　
　
　
　
趨
濁
募
集
事
務
漸

　
防
衛
庁
で
は
、
来
巻
入
学
の
掌
生

を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
寡
集
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盆

　
　
2
等
陸
・
海
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蜜
士

▽
受
付
時
問

　
　
受
付
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隼
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行
っ
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い
康
す
。

　
　
　
た
だ
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成
7
無
3
得
薦

　
　
卒
予
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受
付
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び
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験
期

　
　
欝
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瑚
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。

▽
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β
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翻
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窟
し
、
採
薦
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！
旧
に
1
8
歳
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欝
歳
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子

▽
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ロ

▽
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禽
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先

　
　
自
衛
隊
新
潟
地
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連
絡
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蕩
照

　
幕
集
箏
務
斯
釜
0
2
5
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－
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3

　
…
5
5
1
9
）
ま
た
は
役
場
総
務
謙

覆
静
轡

　
　
　
　
　
　
　
松
之
由
分
遣
漸

　
こ
れ
か
ら
冬
に
か
け
て
、
暖
蕩
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翼
な
ど
の
火
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取
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扱
う
機
会
が
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く
な
り
求
す
。
火
災
源
臨
の
ほ
と
ん

ど
が
「
つ
い
う
つ
か
り
：
；
：
」
と

い
う
よ
う
な
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
濾

懲
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
次
の
点
砿
澄
意
し
て
火
の
璽
心
を

お
願
い
し
ま
す
、

⑪
寝
タ
バ
コ
や
タ
バ
3
の
投
げ
捨
て

　
を
し
な
い
。

こんにちは！

農地事務所です

んな事をしているかご存じですカ

　
　
　
水

よ
①
②
③
④

業・農村をより良

ご憲見やご要望などお寄せくださ

◎
子
僕
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

　
で
遊
ば
せ
な
い
。

⑪
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し

　
な
い
。

◎
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の

　
場
を
離
れ
な
い
。

＠
緻
鼠
の
窪
だ
き
を
し
な
い
。

◎
家
の
翻
り
頓
燃
え
や
す
い
物
を
灘

　
か
な
い
。

⑬
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
燃
え
や
す
い

　
も
の
を
置
か
な
い
。

安
心
の

　
暮
ら
し
の
中
心

　
　
　
　
　
　
火
の
罵
心

舞聾
《

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
課

　
総
務
謙
で
扱
っ
て
い
窟
し
た
、
湯

沢
町
に
あ
る
「
信
越
広
域
駐
簾
場
し

の
駐
車
券
の
交
付
を
榊
階
の
出
納
室

に
変
更
し
ま
し
た
。

　
変
更
の
お
鋼
ら
せ
が
不
牽
分
な
た

め
、
利
駕
餐
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
し
た
．
今
後
と
も
広
域
駐

車
場
を
ご
利
罵
く
だ
さ
い
。

黛愛の献血”にご協力を
皆さんの「献鐡まにより、たくさんの尊い命が救われ象すウ

ー人でも多くの方からヂ献漁」にご協力いただきますよう

お顯いします。

　　濤時綱ま9賛（水〉
　　　　　　隼蔚9蹴紛～伽寺

　　　　　　肇後王時～3蒔30分

　　場　所　松之山町役場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
松
之
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
フ
よ
り

町
心
場
障
書
餐
福
祉
会
親
の
会
に
、

「
会
の
活
動
磁
役
立
て
て
く
だ
菰
幅
ど

姦
芳
円
寄
付
を
い
た
だ
い
ま
し
た
．

　
ご
芳
志
は
、
東
頸
城
手
を
つ
な
ぐ

親
の
会
の
賛
励
会
費
と
し
て
僕
わ
せ

て
い
た
だ
き
豪
す
．

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
藪
し
た
．
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1
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現
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業
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資
を
実
施
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ま

す
。
こ
の
調
登
は
、
サ
ー
ビ
ス
業
事

業
所
の
事
業
活
動
の
実
態
を
調
資
し
、

産
業
、
従
事
者
規
模
等
の
分
析
状
溌

と
活
動
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
m
月
下

旬
か
ら
調
蓋
麟
が
調
資
票
の
記
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お
願
い
に
各
事
業
所
を
訪
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い
た
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ま
す
の
で
、
ご
協
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い
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募
金
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協
力
を

　
　
　
　
　
町
社
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福
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協
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⑩
月
か
ら
捻
月
ま
で
「
赤
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共
岡
募
金
し
が
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わ
れ
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
機
闘
や
団
体
に
ご
協

力
を
得
な
が
ら
、
誰
で
も
が
参
擁
で

き
る
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
酒
動
と
し
て
、

ま
た
住
戻
総
参
加
で
展
闘
さ
れ
る
規

模
の
大
き
な
募
金
濡
動
で
す
．

　
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
幕
金
は
、

町
の
社
会
福
祉
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陶
上
に
も
役
立
っ

て
い
ま
す
．

　
町
社
会
編
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協
議
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で
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幕
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域
幕
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、

皆
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。
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。
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催
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．
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蒋
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付
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潟
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鐙
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憲
な
ど

　
※
事
働
報
吉
で
は
、
当
簿
霞
村
留

　
　
学
推
進
婁
興
会
翻
禽
畏
の
飯
塚

　
　
暫
郎
さ
ん
が
「
教
欝
紅
よ
る
地

　
　
域
お
こ
し
」
を
テ
ー
マ
に
報
憲

　
　
し
ま
す
ひ

▽
事
務
漏
　
実
行
婁
興
会
纂
務
燭

　
　
　
　
　
（
糸
魚
絹
蜜
企
醐
謙
内
〉

　
　
　
　
　
燈
0
2
5
5
！
5
2
…

　
　
　
　
　
三
5
i
1
内
線
2
2
3

陸
・
海
・
空

黛
衛
官
募
集

　
　
　
　
　
　
趨
濁
募
集
事
務
漸

　
防
衛
庁
で
は
、
来
巻
入
学
の
掌
生

を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
寡
集
学
盆

　
　
2
等
陸
・
海
・
蜜
士

▽
受
付
時
問

　
　
受
付
は
隼
間
を
通
じ
て
行
っ
て

　
　
い
康
す
。

　
　
　
た
だ
し
、
平
成
7
無
3
得
薦

　
　
卒
予
定
暫
の
受
付
及
び
試
験
期

　
　
欝
は
瑚
に
定
め
た
露
と
し
ま
す
。

▽
癒
募
資
格

　
　
β
添
翻
籍
を
窟
し
、
採
薦
予
建

　
　
月
の
！
旧
に
1
8
歳
以
上
欝
歳
来

　
　
満
の
男
子

▽
試
験
爲
及
び
試
験
場

　
　
受
轡
時
に
お
無
ら
せ
し
ま
す
ロ

▽
問
い
禽
わ
せ
先

　
　
自
衛
隊
新
潟
地
方
連
絡
部
蕩
照

　
幕
集
箏
務
斯
釜
0
2
5
5
－
2
3

　
…
5
5
1
9
）
ま
た
は
役
場
総
務
謙

覆
静
轡

　
　
　
　
　
　
　
松
之
由
分
遣
漸

　
こ
れ
か
ら
冬
に
か
け
て
、
暖
蕩
雛

翼
な
ど
の
火
の
取
り
扱
う
機
会
が
多

く
な
り
求
す
。
火
災
源
臨
の
ほ
と
ん

ど
が
「
つ
い
う
つ
か
り
：
；
：
」
と

い
う
よ
う
な
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
濾

懲
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
次
の
点
砿
澄
意
し
て
火
の
璽
心
を

お
願
い
し
ま
す
、

⑪
寝
タ
バ
コ
や
タ
バ
3
の
投
げ
捨
て

　
を
し
な
い
。

こんにちは！

農地事務所です

んな事をしているかご存じですカ

　
　
　
水

よ
①
②
③
④

業・農村をより良

ご憲見やご要望などお寄せくださ

◎
子
僕
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

　
で
遊
ば
せ
な
い
。

⑪
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し

　
な
い
。

◎
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の

　
場
を
離
れ
な
い
。

＠
緻
鼠
の
窪
だ
き
を
し
な
い
。

◎
家
の
翻
り
頓
燃
え
や
す
い
物
を
灘

　
か
な
い
。

⑬
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
燃
え
や
す
い

　
も
の
を
置
か
な
い
。

安
心
の

　
暮
ら
し
の
中
心

　
　
　
　
　
　
火
の
罵
心

舞聾
《

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
課

　
総
務
謙
で
扱
っ
て
い
窟
し
た
、
湯

沢
町
に
あ
る
「
信
越
広
域
駐
簾
場
し

の
駐
車
券
の
交
付
を
榊
階
の
出
納
室

に
変
更
し
ま
し
た
。

　
変
更
の
お
鋼
ら
せ
が
不
牽
分
な
た

め
、
利
駕
餐
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
し
た
．
今
後
と
も
広
域
駐

車
場
を
ご
利
罵
く
だ
さ
い
。

黛愛の献血”にご協力を
皆さんの「献鐡まにより、たくさんの尊い命が救われ象すウ

ー人でも多くの方からヂ献漁」にご協力いただきますよう

お顯いします。

　　濤時綱ま9賛（水〉
　　　　　　隼蔚9蹴紛～伽寺

　　　　　　肇後王時～3蒔30分

　　場　所　松之山町役場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
松
之
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
フ
よ
り

町
心
場
障
書
餐
福
祉
会
親
の
会
に
、

「
会
の
活
動
磁
役
立
て
て
く
だ
菰
幅
ど

姦
芳
円
寄
付
を
い
た
だ
い
ま
し
た
．

　
ご
芳
志
は
、
東
頸
城
手
を
つ
な
ぐ

親
の
会
の
賛
励
会
費
と
し
て
僕
わ
せ

て
い
た
だ
き
豪
す
．

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
藪
し
た
．
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国民年金の上積み年金＝国民年金基金
サラリーマンの方は月額20～25万円程度の年金となっていますが、に加入しませんか

自営業者の皆さまの国民年金（老齢基礎年金）は、ご夫婦で捻万円程

度なっています。

　自営業者の皆さまには、新たに蟹罠年金基金に加入することにより

必要な年金を．上積みすることができます。圏昆年金と國民年金基金の

セットでサラリーマン並みの年金を確保して、安定した豊かな老後を

実現しましょう。

　　国民年金基金は、「国民隼金法」に墓づく自営業煮のための公的制度だから安心！

　　そのほかにも、税制上の優遇捲置などのメリット・がありますので紹介します。

　　　受け取る隼金、支払う掛金の薗方鶴　　　　　　　　　　　加入後でも事業状況に応じた

　　　　　　税制上の優遇措置が　　　　　　　　　　　　　　　掛金の謂整ができます
　これぞ公的年金のメリット。受け取る年金には「公　　　加入後、事業状況むこ応じて糠入口数を増減すること

的年金鞭除、が翻され、搬配儲のいる臓以　臆り、掛金を調整できるの駄練特徴で・館業
上の方で収入が年金だけの場合、およそ320珊まで煮の隼金としてはうってつも梵す・万一・掛金を納め

所得税がか樋鮒ん．また、掛金栓鶴社会保険旅なくなっても・納めた分は必ず盤として支繰
料擾除」の対’象となウ、所得控除が受けられます。　　　れますので確実な老後保障につながります。

国民年金塞金についてのお闘い合わせは下記まで
　竿956新潟市東大通2丁麟2一槌　新潟県国民年金基金
　　　　　　　　タチバナビル5F　　電詣繕25－245－S345

　　　問い合わせ
7燈6－3131内線56
国保からのお願い

出稼ぎの皆さまへ

出
稼
ぎ
前
に

異
動
の
手
続
き
を

　
患
稼
ぎ
先
で
社
会
保
険
に
舶
入
す

る
方
は
、
出
稼
ぎ
前
に
役
場
國
保
係

の
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
袖
会
保
険
の
異
動
に
必
要
な
書
類

を
お
渡
し
し
ま
す
。
こ
の
書
類
を
出

稼
ぎ
先
の
会
社
に
持
参
し
、
会
祇
の

証
明
を
受
け
て
役
場
の
鰯
保
係
ま
で

送
付
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
証
明
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、

ご
家
族
か
ら
役
場
で
異
動
乎
続
き
を

と
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
手
続

き
が
遅
れ
ま
す
と
、
医
療
費
の
全
額

が
自
己
負
担
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
出
稼
ぎ
先
の
会
社
で
社
会

保
険
に
加
入
で
き
る
か
ど
う
か
は
事

蔚
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

保
険
証
が
変
わ
っ
た
ら

医
療
機
関
に
連
絡
を

　
医
療
機
関
に
か
か
る
時
は
、
必
ず

保
険
証
を
受
付
の
窓
口
に
提
示
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
出
稼
ぎ
な
ど
で
「
團
罠
健
康
保
険
」

か
ら
「
社
器
獄
保
険
し
に
変
更
に
な
っ

た
ら
、
必
ず
鷹
療
機
関
紅
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　
出
稼
ぎ
先
で
祇
会
保
険
の
手
続
き

が
遅
れ
、
手
元
に
紙
し
い
保
険
証
が

履
か
な
い
時
も
、
医
療
機
関
に
そ
の

冒
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
老
人
保
健
も
保
険
証
が
変

更
に
な
っ
た
場
合
は
、
必
ず
医
療
機

関
に
保
険
証
と
老
人
医
療
受
給
者
証

を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

知
っ
て
い
ま
す
か

も
う
ハ
枚
の
保
険
証
を

　
出
稼
ぎ
先
で
社
会
保
険
に
加
入
し

な
い
方
は
、
國
保
係
で
も
う
一
枚
の

〔
健
康
保
険
証
し
を
交
付
し
ま
す
。

國
保
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
保
険
証
は
一
世
帯
に
一
枚
が
原
則

で
す
が
、
出
稼
ぎ
や
畏
期
の
旅
行
、

修
掌
の
た
め
に
地
の
市
町
村
に
住
む

場
合
に
は
特
溺
に
も
う
｝
枚
（
遠
隔

地
爾
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
出
稼
ぎ
先
で
社
会
保
険
に

加
入
す
る
方
は
、
そ
の
家
族
も
被
扶

養
餐
と
し
て
社
会
保
険
に
加
入
し
ま

す
。
あ
な
た
の
保
険
証
の
他
に
、
家

族
の
「
遠
隔
地
被
保
険
証
」
の
交
付

を
受
け
て
、
家
族
に
送
っ
て
く
だ
さ

き
ゅし
　
　
　
　
パ
κ
　
　
貸

　
縞團

　
　
◎

　
‘］

ス
キ
ー
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
上
京

匪　　
　
　
九
月
に
入
っ
て
か
ら
東
窟
は
爾
の

　
　
　
撫
が
多
く
、
傘
を
手
放
せ
な
い
段
が

園園團圏囲囲四イ．ラザ

続
い
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
爾
の
中
、
松
之
山
の
ス
キ

ー
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
上
轟
爺
さ
れ
、
私

も
購
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

短
年
、
松
之
山
温
羨
ス
キ
…
場
を
ご

利
爾
い
た
だ
い
て
い
る
都
内
、
神
奈

増
え
る
グ
リ
ー
ン
・

　
グ
リ
…
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ

て
農
麺
滞
雀
型
、
農
榮
捧
験
型
の
観

光
に
取
り
組
む
と
こ
ろ
が
瑠
え
て
い

ま
す
が
、
農
水
憲
で
も
補
助
事
業
に

よ
っ
て
こ
れ
を
携
進
し
て
い
ま
す
。

　
余
畷
時
代
の
増
大
、
露
然
指
両
の

上
鼻
、
安
緬
な
レ
ジ
ャ
ー
の
追
求
な

ど
都
市
住
艮
の
褥
要
も
さ
ら
に
増
え

腿
、
千
葉
の
鐡
体
や
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

を
廼
り
ま
し
た
。

　
ス
キ
ー
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
、
理
雀

照
薙
に
剛
れ
て
実
施
さ
れ
て
い
窪
す
偽

　
今
館
の
冬
は
大
嚢
と
の
予
想
も
あ

る
よ
う
で
す
が
、
大
勢
の
お
客
様
に

※
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

ツ
ー
リ
ズ
ム

る
も
の
と
思
わ
れ
濠
す
鄭

　
松
之
撫
で
も
湯
山
地
鷹
で
、
グ
リ

ー
ン
リ
ー
ス
事
業
に
よ
っ
て
都
帯
住

鋭
と
の
交
流
紅
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
こ
れ
が
さ
ら
に
発
展
し
て
い
け

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
が
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
東
禦
事
務
漸
　
福
療

　　　新潟県最低賃金の改正

平成6集獅灘穣から最低賃金が改盃されました

磯1饗1響蒔欝　
1臼4，604円
（時聞給の場合〉

1時間　576周

勲灘
ε
・
亀

練咳

こ
れ
む
赫
も
篭
う

謬
よ
¢

鱗鳶馨
鋳

ゴ
，
タ
ン
の

鳶
率
ズ

繕

俳
句

　
　
五
合
庵

渡
を
う
つ
稲
穂
の
県
て
に
紺
幽
つ

寺
油
布
場
賑
は
ふ
晩
夏
光

　
　
　
へ
ろ
に
を

良
寛
の
乞
食
の
遊
蝉
し
ぐ
れ

五
合
庵
難
難
辛
苦
法
鱒
螺

端
居
し
て
柱
を
撫
で
る
五
舎
庵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷

鈴
木
俊
騨
（
栄
屋
）

ヨ
　
　
や

h
ハ
　
樗

　
　
　
い
　
え

嫌
煙
の
家
庭
で
灰
臓
そ
っ
と
構
り

航
海
を
乗
り
越
え
ズ
来
た
嚢
の
舵

大
掃
除
捨
て
る
捨
て
ず
に
手
間
と
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
　
倉
　
　
草
村

柳
友
炸
晶
紹
介

田
だ
ま
ウ
を
老
い
紅
譲
っ
て
猫
が
表
り

薬
ず
け
幽
体
ど
れ
が
効
い
た
や
・
わ

灘
ハ
の
客
あ
る
じ
散
轟
ゲ
に
追
い
出
さ
れ

相
槌
が
だ
ん
だ
ん
ず
れ
る
長
っ
尻

木
枯
ら
し
に
押
さ
れ
て
く
ぐ
る
縄
の
れ
ん

正
孝
（
一
枚
留
）

轟6
，

～綜

一食
欲
載
陣

㍗
し
犠
か
ε
鱒
彦
5

も
’

望あ善千孝
月き名葉子

町
民
の
合
言
葉

　
　
　
町
民
憲
章
　
昭
和
5
3
年
7
月
2
4
縫
割
定

　
　
わ
た
し
た
ち
は
松
之
山
町
民
で
す
。

　
　
郷
土
を
愛
し
、
み
ん
な
で
よ
り
よ
い

　
　
町
づ
く
り
を
し
よ
う
。
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国民年金の上積み年金＝国民年金基金
サラリーマンの方は月額20～25万円程度の年金となっていますが、に加入しませんか

自営業者の皆さまの国民年金（老齢基礎年金）は、ご夫婦で捻万円程

度なっています。

　自営業者の皆さまには、新たに蟹罠年金基金に加入することにより

必要な年金を．上積みすることができます。圏昆年金と國民年金基金の

セットでサラリーマン並みの年金を確保して、安定した豊かな老後を

実現しましょう。

　　国民年金基金は、「国民隼金法」に墓づく自営業煮のための公的制度だから安心！

　　そのほかにも、税制上の優遇捲置などのメリット・がありますので紹介します。

　　　受け取る隼金、支払う掛金の薗方鶴　　　　　　　　　　　加入後でも事業状況に応じた

　　　　　　税制上の優遇措置が　　　　　　　　　　　　　　　掛金の謂整ができます
　これぞ公的年金のメリット。受け取る年金には「公　　　加入後、事業状況むこ応じて糠入口数を増減すること

的年金鞭除、が翻され、搬配儲のいる臓以　臆り、掛金を調整できるの駄練特徴で・館業
上の方で収入が年金だけの場合、およそ320珊まで煮の隼金としてはうってつも梵す・万一・掛金を納め

所得税がか樋鮒ん．また、掛金栓鶴社会保険旅なくなっても・納めた分は必ず盤として支繰
料擾除」の対’象となウ、所得控除が受けられます。　　　れますので確実な老後保障につながります。

国民年金塞金についてのお闘い合わせは下記まで
　竿956新潟市東大通2丁麟2一槌　新潟県国民年金基金
　　　　　　　　タチバナビル5F　　電詣繕25－245－S345

　　　問い合わせ
7燈6－3131内線56
国保からのお願い

出稼ぎの皆さまへ

出
稼
ぎ
前
に

異
動
の
手
続
き
を

　
患
稼
ぎ
先
で
社
会
保
険
に
舶
入
す

る
方
は
、
出
稼
ぎ
前
に
役
場
國
保
係

の
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
袖
会
保
険
の
異
動
に
必
要
な
書
類

を
お
渡
し
し
ま
す
。
こ
の
書
類
を
出

稼
ぎ
先
の
会
社
に
持
参
し
、
会
祇
の

証
明
を
受
け
て
役
場
の
鰯
保
係
ま
で

送
付
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
証
明
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、

ご
家
族
か
ら
役
場
で
異
動
乎
続
き
を

と
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
手
続

き
が
遅
れ
ま
す
と
、
医
療
費
の
全
額

が
自
己
負
担
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
出
稼
ぎ
先
の
会
社
で
社
会

保
険
に
加
入
で
き
る
か
ど
う
か
は
事

蔚
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

保
険
証
が
変
わ
っ
た
ら

医
療
機
関
に
連
絡
を

　
医
療
機
関
に
か
か
る
時
は
、
必
ず

保
険
証
を
受
付
の
窓
口
に
提
示
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
出
稼
ぎ
な
ど
で
「
團
罠
健
康
保
険
」

か
ら
「
社
器
獄
保
険
し
に
変
更
に
な
っ

た
ら
、
必
ず
鷹
療
機
関
紅
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　
出
稼
ぎ
先
で
祇
会
保
険
の
手
続
き

が
遅
れ
、
手
元
に
紙
し
い
保
険
証
が

履
か
な
い
時
も
、
医
療
機
関
に
そ
の

冒
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
老
人
保
健
も
保
険
証
が
変

更
に
な
っ
た
場
合
は
、
必
ず
医
療
機

関
に
保
険
証
と
老
人
医
療
受
給
者
証

を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

知
っ
て
い
ま
す
か

も
う
ハ
枚
の
保
険
証
を

　
出
稼
ぎ
先
で
社
会
保
険
に
加
入
し

な
い
方
は
、
國
保
係
で
も
う
一
枚
の

〔
健
康
保
険
証
し
を
交
付
し
ま
す
。

國
保
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
保
険
証
は
一
世
帯
に
一
枚
が
原
則

で
す
が
、
出
稼
ぎ
や
畏
期
の
旅
行
、

修
掌
の
た
め
に
地
の
市
町
村
に
住
む

場
合
に
は
特
溺
に
も
う
｝
枚
（
遠
隔

地
爾
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
出
稼
ぎ
先
で
社
会
保
険
に

加
入
す
る
方
は
、
そ
の
家
族
も
被
扶

養
餐
と
し
て
社
会
保
険
に
加
入
し
ま

す
。
あ
な
た
の
保
険
証
の
他
に
、
家

族
の
「
遠
隔
地
被
保
険
証
」
の
交
付

を
受
け
て
、
家
族
に
送
っ
て
く
だ
さ

き
ゅし
　
　
　
　
パ
κ
　
　
貸

　
縞團

　
　
◎

　
‘］

ス
キ
ー
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
上
京

匪　　
　
　
九
月
に
入
っ
て
か
ら
東
窟
は
爾
の

　
　
　
撫
が
多
く
、
傘
を
手
放
せ
な
い
段
が

園園團圏囲囲四イ．ラザ

続
い
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
爾
の
中
、
松
之
山
の
ス
キ

ー
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
上
轟
爺
さ
れ
、
私

も
購
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

短
年
、
松
之
山
温
羨
ス
キ
…
場
を
ご

利
爾
い
た
だ
い
て
い
る
都
内
、
神
奈

増
え
る
グ
リ
ー
ン
・

　
グ
リ
…
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ

て
農
麺
滞
雀
型
、
農
榮
捧
験
型
の
観

光
に
取
り
組
む
と
こ
ろ
が
瑠
え
て
い

ま
す
が
、
農
水
憲
で
も
補
助
事
業
に

よ
っ
て
こ
れ
を
携
進
し
て
い
ま
す
。

　
余
畷
時
代
の
増
大
、
露
然
指
両
の

上
鼻
、
安
緬
な
レ
ジ
ャ
ー
の
追
求
な

ど
都
市
住
艮
の
褥
要
も
さ
ら
に
増
え

腿
、
千
葉
の
鐡
体
や
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

を
廼
り
ま
し
た
。

　
ス
キ
ー
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
、
理
雀

照
薙
に
剛
れ
て
実
施
さ
れ
て
い
窪
す
偽

　
今
館
の
冬
は
大
嚢
と
の
予
想
も
あ

る
よ
う
で
す
が
、
大
勢
の
お
客
様
に

※
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

ツ
ー
リ
ズ
ム

る
も
の
と
思
わ
れ
濠
す
鄭

　
松
之
撫
で
も
湯
山
地
鷹
で
、
グ
リ

ー
ン
リ
ー
ス
事
業
に
よ
っ
て
都
帯
住

鋭
と
の
交
流
紅
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
こ
れ
が
さ
ら
に
発
展
し
て
い
け

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
が
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
東
禦
事
務
漸
　
福
療

　　　新潟県最低賃金の改正

平成6集獅灘穣から最低賃金が改盃されました

磯1饗1響蒔欝　
1臼4，604円
（時聞給の場合〉

1時間　576周

勲灘
ε
・
亀

練咳

こ
れ
む
赫
も
篭
う

謬
よ
¢

鱗鳶馨
鋳

ゴ
，
タ
ン
の

鳶
率
ズ

繕

俳
句

　
　
五
合
庵

渡
を
う
つ
稲
穂
の
県
て
に
紺
幽
つ

寺
油
布
場
賑
は
ふ
晩
夏
光

　
　
　
へ
ろ
に
を

良
寛
の
乞
食
の
遊
蝉
し
ぐ
れ

五
合
庵
難
難
辛
苦
法
鱒
螺

端
居
し
て
柱
を
撫
で
る
五
舎
庵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷

鈴
木
俊
騨
（
栄
屋
）

ヨ
　
　
や

h
ハ
　
樗

　
　
　
い
　
え

嫌
煙
の
家
庭
で
灰
臓
そ
っ
と
構
り

航
海
を
乗
り
越
え
ズ
来
た
嚢
の
舵

大
掃
除
捨
て
る
捨
て
ず
に
手
間
と
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
　
倉
　
　
草
村

柳
友
炸
晶
紹
介

田
だ
ま
ウ
を
老
い
紅
譲
っ
て
猫
が
表
り

薬
ず
け
幽
体
ど
れ
が
効
い
た
や
・
わ

灘
ハ
の
客
あ
る
じ
散
轟
ゲ
に
追
い
出
さ
れ

相
槌
が
だ
ん
だ
ん
ず
れ
る
長
っ
尻

木
枯
ら
し
に
押
さ
れ
て
く
ぐ
る
縄
の
れ
ん

正
孝
（
一
枚
留
）

轟6
，

～綜

一食
欲
載
陣

㍗
し
犠
か
ε
鱒
彦
5

も
’

望あ善千孝
月き名葉子

町
民
の
合
言
葉

　
　
　
町
民
憲
章
　
昭
和
5
3
年
7
月
2
4
縫
割
定

　
　
わ
た
し
た
ち
は
松
之
山
町
民
で
す
。

　
　
郷
土
を
愛
し
、
み
ん
な
で
よ
り
よ
い

　
　
町
づ
く
り
を
し
よ
う
。

‘7
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繍灘

灘醐灘今月号のぺ一ジ麗購踊霧

農業祭、芸能祭………ゆ一……・………2～3

見えてきたぞ、明日の松之山

　購づくり検討委員愈岡研修会………4～5

松代・松之山フォーラムー……一……6～7

わだい。フオト…ψ・…………一・………・8～9

愉快な仲闘、ほくほく線の旅………………憩

松之山の昆俗①…一…一…・……………艦

生涯学習だより（湯・米・心〉………⑫～13

お蜘らせ……一・……幣・…・…孕…一……』・……・14

東京事務勝だより、文芸・…・一督一……り…蔦

ぼくの絵、わたしの絵・一……………・……16

お年寄りに婁こんでもらえる食事づくりを

「今沼は施設の芸能祭があり、私たちも患演しましたω

と特甥養護老人憲一ムの騰房で働いている栄養士さんと

調理員の皆さん。調理輿は、朝6時から夕方6爵半まで

で3～藁交替舗で働いているそうです。入居餐の皆さん

の好物は、煮物や卵料理など。失敗談として、煮物の中

に入れる食品の種類が多いため材料を入れ忘れたハプニ

ングも。　「お年寄りから喜んでもらえることが一番嬉し

いですね。諜とは栄養士の鈴木さん。　「私たちの職場は、

家庭的で楽しいですよ。チームワークの良さでこれから

も喜こんでもらえる食事を作って行きたいです。」と米持

憲任さんは話していました。

組月

11月

駄

簿團圃團
翻め欝驚《翻鰭》　　　　（生年月環）
はおさ

購紀ちゃん

ヵくみ

薦ちやん

ひもき

弘輝ちゃん

康ちゃん

村山重雄さんの二男

中原（泉屋）　6・8・22
橿原諭祐さんの二女
松じ1（保屡、）　6・8・27
・擾沢克．彦さんのご．二男

天水農（みはらし〉6。8・29
志賀恵雄さんの工男
松　照（こうぞ畑）6・8・繊

憂妾ちゃん　佐藤　仁さんの長女

　　　　　瞥　根（沢）
窃《鞄あ《罵驚》

本蘇、1トクさん　　88歳

　　　　　田i斐立（天ノ蓑〉

相沢膏嵜さん　　86歳

　　　　　水梨（天池〉
南雲楼．吉さん　　68歳

　　　　　’麟之箭（榎本）

6・9・22

（死窺驚月臼〉

6・9弓3

※9月i沼から30麟までの麟出分です。

※広報に載せてほしくない方は、愚出のとき
をこ窓【コにお話しください。

嚢
、

、，戸、　／　 ＾誤

　
‘
認

　
　
曜

　
．
風

，
k

，
～
■

ニヤン　 こニヤン

　　　　　たまごi緩（2歳）
6難9。3（｝
　　　　しげのしげきちゃん

　　　　　　（上籔池山根）

6。9・24

ゴ

　たまご級（2歳〉

こばやしゆみちゃん

　（上籔池与八）

　　　　　ズ副　v＼、
　　　　　（　　　　　　　　、　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　ヨ
　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　》　　　　　　、　　　　　　　　　ド　　　　　　　　、癖、

一
、

1』▽☆

　　　　～＼』騰

〈る　くる

9
月
の
で
き
ご
と

2
嬢
　
選
挙
管
理
委
翼
会

5
環
　
ス
キ
ー
場
宣
伝
協
議
会

6
環
　
農
藁
委
員
会
選
挙
告
承

　
　
　
選
挙
管
理
委
員
会

7
藏
　
総
務
渓
生
委
麟
会

捻
鷺
　
議
会
運
営
婆
愚
会

嫉
欝
　
失
業
認
定

泌
懸
　
議
会
建
例
会

　
　
　
　
（
詑
日
ま
で
）

26
繍
　
農
業
委
蝿
会
総
会

27
日
　
島
根
県
大
田
市
議
会
視
察

銘
鰻
　
農
業
祭
打
ち
合
わ
せ
会

　
　
　
農
業
撫
い
手
公
祇
準
備
婁
員
会

沁
丹
麺
藏
～
”
月
緯
β
予
定

U
日
　
郡
蔓
術
展

　
　
　
　
於
・
町
畏
体
育
館

　
　
　
　
驚
藏
ま
で
）

　
　
　
乳
幼
兇
歯
科
検
診

娼
鷺
　
リ
ハ
ビ
リ
教
’
窯

漁
鷺
　
献
血
（
松
之
由
驚
役
場
）

23
日
　
親
子
霞
然
鯵
験
教
塞

29

環
　
町
美
術
展
（
綴
欝
ま
で
）

30

沼
　
鱒
農
業
祭

雛
霞
小
・
中
芸
能
交
歓
会

9
灘
　
秋
の
火
災
予
防
運
動

憩
撫
　
農
地
相
談
（
浦
照
〉

一今月号の衷紙・

編
集
後
記

　
九
月
に
入
り
、
水
不
建
も
解
溝
さ

れ
普
段
の
生
活
に
渓
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
あ
の
猛
讐
か
ら
も
解
放
さ
れ

て
過
．
こ
し
易
い
気
候
と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
来
て
、
　
｝
気
に
秋
に
突
入
し

た
感
じ
が
し
ま
す
。

　
車
で
定
っ
て
い
る
と
、
春
櫨
え
た

サ
ル
ビ
ア
が
元
籔
を
取
り
農
し
、
赤

い
花
を
付
け
て
い
ま
す
。
い
つ
に
な

く
赤
色
が
あ
ざ
や
か
に
見
え
る
の
は

私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

　
十
月
は
農
業
祭
、
芸
能
祭
と
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
、
皆
さ
ん

の
ご
参
撫
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
飾

轟
今擁は、昨俸の6月に新襲オー

プンした「ひなの宿千歳」さんの

調理場へお郡魔し蒙し編広いき
れいな調理場きこはたくさんの雛類

や調理異がありました、多いとき

は200名近い夢象理をf乍るという裏

舞台、調理齢さんの戦場という感

じがし家した．今麟も豪た、たく

さんのおいしい料理が観光客をお

圭毯えしているこ．とでしょう。

「町の動き一

　　　10肖1獄現姦
　総人口3，594人（0〉

　　男1，739人（・）l

i　二如，855人㈲l
i
　世帯数1，166戸（0〉

　（）内は蔚月との比較
k＿＿＿＿＿＿　　　　　　　　　　一一一一一一ノ

18

1
創
F
創
1


